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    午前10時00分   開議   

○議長（八重櫻友夫君）  ただいまから、本日の会議

を開きます。 

 直ちに、本日の議事日程に入ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第１ 一般質問   

○議長（八重櫻友夫君）  日程第１、一般質問を行い

ます。 

 順次、質問を許します。 

 清風会代表、畑中勇吉君。 

    〔清風会代表畑中勇吉君登壇〕 

○７番（畑中勇吉君）  おはようございます。畑中勇

吉でございます。第８回久慈市議会定例会に当たり、

清風会を代表して、市政を取り巻く諸課題について、

市長並びに教育長に一般質問を行います。 

 前登壇者と重複する質問もありますが、割愛するこ

となく通告に従い質問に入ります。 

 第１の質問は、社会保障と税の一体改革法について、

去る８月10日、一体改革法が成立し、17年ぶりに消費

税が引き上げられることになりました。そこで消費税

増税後の市財政と地域経済への影響についてお尋ねい

たします。また、被災者、低所得者など弱者対策につ

いて、国へ要望する考えがないかお尋ねいたします。 

 第２の質問は、防災機能強化について、久慈東高校

侍浜農場の未利用となっている80トン水槽を借り受け、

水槽堆積腐葉土を除去、ふたがけなどして防火水槽と

して活用し、防災機能の強化を図るべきと思いますが、

考えをお示しください。 

 第３の質問は、震災復興について、３点お尋ねいた

します。 

 １点目は、復興交付金第３回配分までの当市の申請

件数、主なる内容、種別交付金配分状況をお示しくだ
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さい。また、申請したが、採択となった件数と交付希

望金額、市復興計画に対する進捗状況をお尋ねいたし

ます。 

 ２点目は、復旧・復興事業従事者のための宿泊施設、

借家などの当市におけるあっせん支援と宿泊施設の充

足状況をお尋ねいたします。 

 ３点目は、海洋資源回復の研究調査のため、岩手大

学に海洋・水産学部の新設を要望すべきと思いますが、

考えをお示しください。 

 第４の質問は、津波避難路について、３点お尋ねい

たします。 

 １点目は、ＮＨＫ連続テレビ小説「あまちゃん」放

映により、観光客の増加が見込まれますが、海女の実

演会場などである小袖漁港に至る浸水域内道路からの

避難路、避難誘導等整備計画をお示しください。 

 ２点目は、津波で人的被害のあった侍浜地区桑畑、

白前の各漁港と、逃げ道方向から波が押し寄せる横沼

漁港の避難路、避難誘導等整備計画をお尋ねいたしま

す。 

 ３点目は、津波襲来予想時における各漁協や海岸へ

通じる道路の通行どめなど、通行規制マニュアル化に

ついてお尋ねいたします。 

 第５の質問は、企業誘致と支援について、２点お訪

ねいたします。 

 １点目は、既立地誘致企業へのフォローアップの取

り組みと主なる企業の震災以降における経営状況、従

業員数など推移をお示しください。 

 ２点目は、久慈湾内の工業用地周辺海域のしゅんせ

つと新たな埋め立て、高台の工業用地造成よる企業誘

致の考えをお尋ねいたします。 

 第６の質問は、再生可能エネルギーについて、２点

お尋ねいたします。 

 １点目は、1977年に東京大学大学院原子力工学科に

おいて工学博士を取得し、神戸大学教授陣の中で、最

初に文部科学大臣賞を2007年に受賞されました、西岡

俊久教授発案のネプチューン、いわゆる海をダムに見

立てて海水を利用した発電システムについて、強力に

推進すべきと思いますが、考えをお示しください。 

 ２点目は、メガソーラー建設の可能性をお尋ねいた

します。 

 第７の質問は、光ファイバーのエリア拡大について、

光ファイバーエリア拡大に向けた利用意向調査票及び

要望書の取り組み状況及び結果と今後のエリア拡大に

ついて、お尋ねいたします。 

 第８の質問は、県立久慈病院の医療充実について、

３点お尋ねいたします。 

 １点目は、医師不在診療科解消など、医師確保のた

めの市としての取り組み状況をお示しください。 

 ２点目は、仮称特定看護師制度導入による県立病院

の取り組みの把握状況をお尋ねいたします。 

 ３点目は、県立久慈病院の経常収支が改善されまし

たが、その要因について市としてどのように捉えてい

るのか、お尋ねいたします。 

 第９の質問は、放射線被害について、汚染牧草地の

当市における除染対策、県負担除染面積と市独自の除

染取り組みをお尋ねいたします。 

 第10の質問は、林道整備について、林道茅森線の復

旧見通しについてをお尋ねいたします。 

 第11の質問は、地籍調査について、侍浜地区の地籍

再調査実施の原因とその費用についてお尋ねいたしま

す。 

 第12の質問は、漁業集落環境整備について、侍浜町

白前、本波地区漁業集落環境整備事業の取り組みと事

業見通しをお尋ねいたします。 

 第13の質問は、水産振興について２点お尋ねいたし

ます。 

 １点目は、ウニ、アワビ等の種苗など放流事業の今

後の見通しと、震災で放流事業中断、減少となった磯

辺資源の挽回策をお示しださい。 

 ２点目は、津波被害の少ない増殖センター実現に向

けて、県漁業栽培センター分場を国家石油地下備蓄余

剰トンネルに誘致の考えをお尋ねいたします。 

 第14の質問は、観光振興について、４点お尋ねいた

します。 

 １点目は、駅前ビルを解体し、「あまちゃん」観光

客歓迎にふさわしい駅前開発整備をすべきと思います

が、考えをお示しください。 

 ２点目は、もぐらんぴあ内に年間を通じた海女さん

実演コーナーを開設し、あわせてエリア内に海の新鮮

なメニューや土産品など提供する施設を再建すべきと

思いますが、考えをお尋ねいたします。 

 ３点目は、既存のイベントに、「あまちゃん」を

テーマにした企画を取り入れ、全国発信し、観光誘客

に弾みをつけるべきと思いますが、今後の取り組み方
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をお示しください。 

 ４点目は、復興関係事業者の宿泊で、一般旅行や観

光宿泊客が宿泊ホテル確保に難儀しているとの声が聞

かれます。対策をお尋ねいたします。 

 第15の質問は、道路行政について、３点お尋ねいた

します。 

 １点目は、八戸・久慈自動車道など自動車専用道路

に、パーキングエリア的な広場設置の要望結果をお尋

ねいたします。 

 ２点目は、三陸北縦貫道路、八戸・久慈自動車道の

盛り土などによる地デジ難視聴影響をどのように把握

しているのか、お尋ねいたします。 

 ３点目は、市道川井関線の工事再開見通しをお尋ね

いたします。 

 第16の質問は、教育行政について、３点お尋ねいた

します。 

 １点目は、市内各学校のいじめの実態と対策をお示

しください。 

 ２点目は、統廃合校など通学支援バス、タクシーの

余剰スペース活用状況をお尋ねいたします。 

 ３点目は、市内各学校の屋外運動場の照明設備の状

況と照明設備未整備校への今後の取り組みについてお

尋ねいたします。 

 以上で、登壇しての私の一般質問を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  清風会代表、畑中勇吉議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 最初に、消費税増税後の市財政と地域経済への影響

についてお答えをいたします。 

 消費税は、全世代で幅広く負担を分かち合う観点か

ら、社会保障制度の維持・安定化に適した税であると

言われております。 

 一方で、所得の少ない家計ほど、収入に占める税負

担の割合が高くなり、可処分所得が減少してしまいま

すことから、地域経済に及ぼす影響が懸念されており

ます。 

 市といたしましては、低所得者対策や地域経済対策

など、増税が実施となった場合の対策等の要望につい

て、岩手県市長会等関係団体との連携を図りながら進

めるとともに、真に国民が将来を託し得る持続可能な

社会保障制度が確立されるよう、引き続き、今後の動

向を注視してまいりたいと考えています。 

 次に、防災機能強化について、お答えをいたします。 

 久慈東高等学校侍浜農場の80トン水槽を借り受け、

防火水槽として防災機能の強化を図るべきとのご質問

でありますが、この水槽は老朽化が進んでおり、改修

費用が見込まれますことや、付近には住家がないこと、

また、住家付近には消防水利が確保されていることな

どから、消防力の向上を図る観点からは、整備の優先

度は低いものと捉えております。 

 なお、常時貯水がされておりますので、付近での山

林火災等の際には水利として使用できる旨、施設管理

者から了承を得ているところであります。 

 次に、震災復興についてお答えをいたします。 

 まず、第３次までの復興交付金事業の状況でありま

すが、申請事業件数は、延べ76件、金額で51億8,476

万1,000円であり、その主な事業は水産業共同利用施

設復興整備事業を初めとする水産業の復興に関する事

業、漁業集落防災機能強化事業による集団移転事業、

及び集団移転に関連する避難道路整備事業などとなっ

ております。 

 また、これまでに配分された復興交付金事業費ベー

スの金額は、基幹事業が46事業で35億4,343万6,000円、

効果促進事業が８事業で１億6,889万6,000円となって

おりますが、残念ながら不採択となりました事業件数

は、延べ22件、13億6,243万5,000円となっております。 

 なお、復興計画の進捗状況につきましては、昨日の

創政会代表、藤島議員にお答えいたしましたとおり、

五つのプロジェクトで予定した125事業のうち、103事

業が着手済みとなっており、このほかに６事業を新た

に組み込みたいと考えているところであります。 

 次に、復興事業従事者のための宿泊施設等について

でありますが、久慈地域の旅館ホテル等宿泊施設の稼

働状況は、昨年３月の東日本大震災以降、復旧・復興

事業工事関係者の宿泊需要により長期滞在が増加傾向

にあり、田野畑村、宮古市等の宿泊施設の被災の影響

も重なって、多いときでは８割方が工事関係者で埋ま

っている状況であると、岩手県旅館ホテル生活衛生同

業組合久慈支部より伺っているところであります。 

 市といたしましては、宿泊施設の直接のあっせんは

行っていないところでありますが、工事関係者の宿泊

施設として旧アレン短期大学の寮を活用した事例もあ

りますことから、今後とも宿泊施設の現状把握に努め、
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復旧・復興事業の妨げとならないよう、相談等に対応

してまいりたいと考えております。 

 次に、岩手大学への海洋・水産学部の新設要望につ

いてでありますが、県内の水産資源確保の調査研究は、

主に岩手県水産技術センター、岩手県内水面水産技術

センター、独立行政法人水産総合研究センター東北区

水産研究所等の専門的な機関及び岩手県栽培漁業セン

ター等の関連施設で実施されているものと認識をいた

しています。 

 このようなことから、市といたしましては、県内の

調査研究機関とさらなる連携を図るとともに、今年度

設立をされました岩手大学三陸復興推進機構久慈エク

ステンションセンター、及び大学の研究機関や久慈市

漁業協同組合と連携し、水産資源確保に努めてまいり

たいと考えております。 

 次に、津波避難路についてお答えをいたします。 

 まず、小袖漁港からの避難路等の整備計画について

でありますが、住民や観光客が漁港内から直接避難で

きるよう、現在設置されております集落道を改良し、

避難路として整備する計画で進めているところであり

ます。 

 今年度は、測量設計を実施する予定でありますが、

緊急時の避難に支障が出ないよう、排水対策、落石防

止対策や避難誘導灯の設置についても検討してまいり

たいと考えております。 

 次に、桑畑、白前及び横沼漁港の避難路等の整備計

画についてでありますが、これまでも各漁港からの避

難路は必要と考え、検討はしてきたところであります。 

 しかしながら、漁港背後の地形が非常に険しく、上

り切るまでかなりの高さがある箇所もあり、漁協周辺

の状況を勘案いたしますと、現段階では市道利用が確

実と捉えているところであります。 

 次に、津波襲来予想時における各漁港や海岸へ通じ

る通行どめ等通行規制マニュアル化についてでありま

すが、災害発生後、速やかに通行規制を行うには、道

路管理者との協議や多くの人員の確保が必要であるこ

となど、現実的に困難であると考えております。 

 このことから、市民に対しまして、津波襲来予想時

に各漁港や海岸へ近づかないよう啓発を強めるととも

に、効果的な方策についても検討してまいりたいと考

えております。 

 次に、企業誘致と支援についてお答えをいたします。 

 まず、誘致企業へのフォローアップと主な企業の震

災以降における経営状況、従業員数等の推移について

でありますが、市では企業が円滑に操業できますよう、

各企業が抱える課題や要望をお伺いし、課題解決に向

けた支援に取り組むなどのフォローアップに、これま

でも努めてきたところであります。 

 主な企業の、震災以降における経営状況につきまし

ては、本年６月に、生産能力や販売額に関するアン

ケートを実施いたしました結果、誘致企業20社のうち

18社が震災前とほぼ同等の水準まで回復、１社は事業

規模拡大、１社は資本変更などを経て着実に事業再建

を図っている、との回答を得ているところであります。 

 また、従業員数につきましては、誘致企業20社を対

象とした調査によりますと、震災直後の昨年３月末に

おいては、前年同期と比べ246人の減、1,386人となっ

た一方で、本年においては、昨年から220人の増の

1,606人となり、震災前の水準までほぼ回復している

状況にあると捉えております。 

 次に、久慈湾内の工業用地周辺の新たな埋め立てと、

高台の工業用地造成による企業誘致の考え方について

でありますが、久慈湾臨海部、特にもう半崎地区にお

きまして、工業用地がほぼ売却済みでありますことか

ら、企業誘致を進める上で、工業用地造成の必要性を

強く感じているところであります。 

 過去にも、拠点工業団地の造成で生じた土砂により

まして、現在の諏訪下地区の埠頭用地埋め立てを行っ

ているわけでありますが、この場合と同様に、半崎地

区埋め立て計画地が整備される際には、あわせて高台

の工業用地が造成されるよう、岩手県など関係機関に

強く働きかけてまいりたいと考えております。 

 次に、再生可能エネルギーについてお答えをいたし

ます。 

 まず、神戸大学の西岡教授が発案したネプチューン

の推進についてでありますが、新聞報道等によります

と、ネプチューンは、海を巨大なダムに見立てた水力

発電施設の一種であり、莫大な電力を生み出す究極の

クリーンエネルギーであると報じられております。 

 このネプチューンにつきましては、永久機関である

との批判的な意見が提示されるなど、評価は高まって

いないものと捉えております。現時点においては、こ

れ以上の具体化の情報は得られておらず、構想の実用

化に向けた取り組み状況も不明であります。 
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 こうしたことから、今後の情報収集に努めながらも、

動向を注視してまいりたいと考えております。 

 次に、メガソーラーの建設の可能性についてであり

ますが、市には、これまで幾つかの発電事業者等から

適地の紹介依頼や相談が寄せられ、情報提供等の協力

に努めているところであり、今後の事業化への進展に

期待しているところであります。 

 また、市では、先般、市民からの候補地の募集を開

始したところであり、今後、発電事業者に対し、適地

等の情報を広く紹介することといたしております。 

 市といたしましては、今後におきましても積極的な

情報発信を初め、発電事業者に対する適時適切な協力

に努めながら、メガソーラー建設誘致に引き続き取り

組んでまいりたいと考えております。 

 次に、光ファイバーのエリア拡大についてお答えを

いたします。 

 昨年12月から、大川目交換局エリアを皮切りに、市

内５カ所の交換局エリアの世帯及び事業所を対象に、

光ファイバーエリアの拡大に向けた意向を把握するた

め、利用意向調査票及び要望書の取りまとめを行った

ところであります。 

 ８月末時点での各交換局の要望数は、大川目交換局、

これは大川目と畑田であります、401件、侍浜交換局

490件、宮古宇部交換局149件、小袖交換局、これは久

喜、久喜、小袖になります、165件、久慈交換局、こ

れは夏井のみでありますが、374件となっており、過

日、取りまとめた要望書を添えて、東日本電信電話株

式会社岩手支店に対し、エリア拡大の要望を行ったと

ころであります。 

 エリア拡大につきましては現在検討中とのことであ

り、不透明な状況にはありますが、今後も取り組みを

継続しながら、可能な限りのエリア拡大を推進してま

いりたいと考えております。 

 次に、県立久慈病院の医療充実についてお答えをい

たします。 

 まず、医師不在診療科解消など医師確保のための当

市の取り組み状況でありますが、県立久慈病院では、

現在、麻酔科、耳鼻咽喉科、精神科の常勤医師が不在

となっており、岩手医科大学等からの応援医師の派遣

を受け、診療に当たっていると伺っているところであ

ります。 

 市では、岩手県に対し、重点事項として地域医療を

担う中核病院の県立久慈病院の常勤医師確保を強く要

望しておりますほか、岩手県国保連合会が行う奨学制

度への拠出や地域医療確保対策として、当市独自の滞

在等資金貸付制度を実施しながら、公立病院の医師確

保に努めているところであります。 

 次に、特定看護師制度導入による県立久慈病院の取

り組み状況についてでありますが、特定看護師制度に

ついては、現在、国において看護師が担う特定の医療

行為の具体化等に向けた検討をしている段階でありま

すことから、これらの動向を注視している段階である

と、県立久慈病院から伺っているところであります。 

 次に、県立久慈病院の経常収支が改善された要因に

ついてでありますが、県立久慈病院の平成23年度の収

支が前年度より改善された要因については、入院患者

の若干の増加やこれまで取り組んできた経費削減の効

果により、収支が改善されたと県立久慈病院から伺っ

ているところであります。 

 次に、放射線被害についてお答えをいたします。 

 牧草地の除染対策についてでありますが、昨日の新

政会代表、澤里議員にお答えいたしましたとおり、除

染作業が必要である牧草地約58ヘクタールにつきまし

ては、岩手県農業公社が事業実施主体となり、牧草地

再生対策事業により放射性物質の低減を図っていると

ころであります。 

 今後、市といたしましては、県単独事業を活用して

新基準値100ベクレル以下の牧草地の除染実施につき

ましても、検討してまいりたいと考えております。 

 次に、林道整備についてお答えをいたします。 

 林道茅森線の復旧見通しについてでありますが、昨

日の新政会代表、澤里議員にお答えいたしましたとお

り、県北広域振興局林務部によりますと、年度内完成

を目指しているとのことであります。 

 市といたしましては、早期の通行どめ解除を要望す

るとともに、迂回路の維持管理には万全をつくしてま

いりたいと考えております。 

 次に、地籍調査についてお答えをいたします。 

 侍浜地区の地籍再調査についてでありますが、再調

査は埋設されている国土調査図根点に現地と成果簿に

誤差があり、地籍図の筆界線が、現地と相違した図面

が作成されていることが判明したことによりまして、

その誤りを訂正するため実施しているものであります。

調査経費は1,995万円であり、平成24年６月に着手し
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ており、平成26年度末に完了する予定となっておりま

す。 

 次に、漁業集落環境整備についてお答えをいたしま

す。 

 白前、本波地区漁業集落環境整備事業についてであ

りますが、現在、事業導入に係る基本計画策定のため、

地区説明会やアンケート調査を実施しているところで

あります。 

 今後におきましては、住民の意向や地元要望などの

把握に努めますとともに、さらなる合意形成を図りな

がら、事業採択に向け鋭意取り組んでまいる所存であ

ります。 

 次に、水産振興についてお答えをいたします。 

 まず、ウニ・アワビの種苗放流事業についてであり

ますが、社団法人岩手県栽培漁業協会によりますと、

ウニは平成25年度から震災前と同規模の300万個の出

荷を予定しており、アワビは平成26年度に100万個、

平成27年度に震災前と同規模の300万個の出荷を予定

しているとのことであります。 

 また、サケの稚魚につきましては、平成24年度から

震災前と同規模の2,750万尾を放流していると、久慈

川漁業協同組合から伺っているところであります。 

 放流事業中断等による資源回復策につきましては、

ウニ、アワビは今年度、市独自の事業でありますウニ

種苗確保対策緊急支援事業、及びアワビ餌料用養殖施

設等復旧支援事業の実施とあわせまして、国庫補助事

業であります栽培漁業推進事業、及び県漁業担い手育

成基金の補助事業であります、養殖漁業復興活動支援

事業の活用によりまして、ウニ種苗等の放流・移植及

び良質なアワビの生産等について支援するとともに、

関係機関・団体と連携を図りながら技術的指導を行う

など、資源低下への影響を最小限に抑える施策に取り

組んでいるところであります。 

 次に、県栽培漁業センター分場の誘致についてであ

りますが、栽培漁業施設の整備は、つくり育てる漁業

を推進するために必要な施設であると捉えております。 

 当市への誘致に当たりましては、関係機関・団体等

と十分協議の上、条件等が整う場合は機会を捉えて提

案してまいりたいと考えております。 

 なお、久慈国家石油備蓄基地の地下トンネルへの誘

致につきましては、種苗生産施設は太陽光を受けられ

る一定のスペースを必要といたしますことから、地下

トンネルの条件下では困難であると捉えております。 

 次に、観光振興についてお答えをいたします。 

 まず、駅前開発整備についてでありますが、久慈駅

前は、ＪＲ八戸線、三陸鉄道北リアス線、さらにはＪ

Ｒバスの発着場所として多くの乗降客に利用されてお

り、久慈市の玄関口としての重要な役割を担っている

場所であると認識をいたしております。 

 また、来年４月に放送が始まる、ＮＨＫ朝の連続テ

レビ小説「あまちゃん」のロケ地に、当地が選定され

ましたことにより、今後、観光客の増加が見込まれる

ところでもあります。 

 これらのことから、観光振興と中心市街地活性化の

両方の観点から、久慈市の玄関口としてふさわしい駅

前開発整備が必要であると考えております。現在、整

備手法や国の支援策等について研究を進めているとこ

ろでありますので、ご了承願います。 

 次に、もぐらんぴあ内に年間を通じた海女の実演

コーナーの開設と、エリア内に新鮮な海産物や土産品

等を提供する施設の再建についてでありますが、海女

の実演コーナーの開設につきましては、その実現性に

ついて小袖北限の海女の会と協議してまいりたいと考

えております。 

 また、エリア内での新鮮な海産物や土産品等の提供

につきましては、現在、復興交付金を活用し、もぐら

んぴあ管理棟の中に産地直売施設を整備する方向で関

係機関と協議を進めているところであり、地場産品の

よさを発信し、地域資源の活用とＰＲを行い、あわせ

て地域経済の活性化も図ってまいりたいと考えており

ます。 

 次に、既存のイベントに「あまちゃん」をテーマに

した企画を取り入れた観光誘客についてでありますが、

タイトルロゴ「あまちゃん」を活用した企画につきま

しては、ドラマ制作者であります日本放送協会との協

議が必要であります。安易な活用は、なかなかに厳し

いものと捉えております。 

 ただしかし、ドラマの題材は北限の海女であります

ことから、ロケ地決定の横断幕やのぼり等を作成して、

市内外の物産展を初め、各種イベント等において活用

するなど、当地域の魅力を全国に発信し、多くの観光

客の皆さんから当地に訪れていただけるよう、関係機

関と一体となって取り組んでまいりたいと考えており

ます。 
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 次に、復興関連事業者の宿泊に伴う、観光客等の宿

泊ホテル確保対策についてお答えをいたします。 

 市内の宿泊施設の状況につきましては、客室数約

380部屋に対し、昨年３月の東日本大震災以前は５割

程度の稼働率で推移しておりましたが震災後は復興関

連事業者の宿泊により、多いときでは８割方が埋まっ

ている状況であると、岩手県旅館ホテル生活衛生同業

組合久慈支部より伺っているところでございます。 

 また、ＮＨＫの連続テレビ小説「あまちゃん」の撮

影、各種スポーツ大会の開催等に伴い、今後、宿泊施

設の確保が困難となることも予想されます。 

 こうした宿泊施設の確保対策といたしまして、現在、

久慈・二戸広域での対応を行っているところであり、

久慈広域観光協議会におきましては、北いわて広域観

光ポータルサイトを開設し、久慈広域及び二戸広域の

宿泊施設を紹介するなど、観光客等の宿泊ホテル確保

に努めているところであります。 

 最後に、道路行政についてお答えをいたします。 

 まず、八戸・久慈自動車道など自動車専用道路への

パーキングエリア等の設置要望についてでありますが、

昨年の東日本大震災では、他地域において、自動車専

用道路のパーキングエリア等が自衛隊や消防隊の中継

基地になるとともに、津波襲来時の住民の避難場所と

して有効に機能した事例も報告されておりますことか

ら、市といたしましても、いち早くその必要性を認識

したところであります。 

 これまでも、防災機能の向上を図るパーキングエリ

アの設置や、自動車専用道路への避難階段の設置等に

ついて、国に対し強く要望してきたところであります。 

 三陸国道事務所によりますと、現在、設計を進めて

いる三陸沿岸道路について、具体的に検討してまいり

たいと伺っているところであります。 

 市といたしましても、多重防災型まちづくりを進め

る観点からも、引き続き強く要望するとともに、設置

箇所等について協議を続けてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、三陸北縦貫道路、八戸・久慈自動車道の盛り

土等の影響による、地上デジタルテレビ放送の難視聴

の把握についてでありますが、三陸国道事務所により

ますと、今後、道路整備に伴う橋梁や盛り土等により、

受信環境の悪化が懸念される区域については、道路整

備前に受信状況の調査について、適宜検討してまいり

たいと伺っているところであります。 

 また、道路整備に起因し、受信環境が悪化した場合

につきましては、原因者の責任として対応を講じてま

いりたいとも伺っているところであります。 

 市といたしましても、影響の的確な把握と対応につ

いて、要望を続けてまいりたいと考えております。 

 次に、市道川井関線の工事再開の見通しにつきまし

ては、昨日の政和会代表、小倉議員にお答えいたしま

したとおり、承諾を得られていない権利者の方々は、

未整備区間の全体に点在しておりますことから、事業

完了の見通しが立たないまま、安易に着手はできない

ものと判断をいたしております。 

 今後とも、工事再開に向けまして事業に対し理解が

得られるよう、最善の努力を続けてまいりたいと考え

ております。 

 以上で、清風会代表、畑中勇吉議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  清風会代表、畑中勇吉議員

の教育行政についてのご質問にお答えをいたします。 

 最初に、市内各校のいじめの実態と対策についてで

ありますが、実態につきましては、昨日の新政会代表、

澤里議員ほかにお答えいたしましたとおり、本年８月

に文部科学省で実施した、いじめの問題に関する緊急

調査結果によりますと、久慈市立小中学校におけるい

じめの認知件数は、小学校で42件、中学校で７件と報

告されており、そのほとんどについて「解消した」と

の報告を受けております。 

 いじめの未然防止の対策つきましては、各小中学校

において学級経営を充実させ、いじめが起こりにくい

学級風土を醸成するとともに、学校生活アンケートや

教育相談を計画的に実施し、きめ細かく一人ひとりの

児童生徒を把握するよう努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 また、教職員の研修を充実させ、いじめに対応する

力量を高めるとともに、児童生徒を全教職員で共通理

解し、情報共有と共通実践が図られる指導体制を構築

するなど、組織的な対応ができるよう指導してまいり

たいと考えております。 

 さらに、教育委員会として各種指導資料の提供、各

種心理検査の実施、生徒指導支援加配やスクールカウ
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ンセラー等の人的配置など、学校を支援してまいりた

いと考えております。 

 また、何よりも道徳教育や学校行事、学級活動等の

教育活動全体を通しながら、児童生徒の心の育成に力

を入れ、子供たちが明るく安心して過ごせる学校づく

りを目指し、いじめの未然防止に努めてまいりたいと

考えております。 

 次に、通学支援バス、タクシーの余剰座席の活用状

況についてでありますが、直営スクールバスを運行し

ている山根地区３路線と山形地区５路線につきまして

は、住民混乗を行っており、平成23年度の実績では、

山根地区の３路線は、１路線当たり１日平均約2.6人、

山形地区の５路線は、同じく１日平均約0.3人となっ

ております。 

 一方、委託運行している大尻・長内小線ほか９路線

におきましては、座席に余剰がある場合に限り、住民

混乗を許可することとしておりますが、通学支援を要

する児童生徒数に応じた配車となっていることから、

乗車実績はほとんどないという状況であります。 

 最後に、市内各校の屋外運動場の照明設備の状況に

ついてでありますが、久慈中学校、長内中学校、大川

目中学校及び山形中学校４校の屋外運動場に照明設備

を設置しているところであります。 

 今後における照明設備の未整備校の取り組みであり

ますが、現在のところ設置予定はないところでありま

す。 

 以上で、清風会代表、畑中勇吉議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  再質問、関連質問を許しま

す。７番畑中勇吉君。 

○７番（畑中勇吉君）  それでは、再質問をさせてい

ただきます。 

 まず、質問項目６番の再生可能エネルギー、①ネプ

チューンについて再質問させていただきますが、私は、

質問に当たって、西岡教授から共同通信社提出のレ

ポートとその他幾つかの資料をいただきまして、何と

かアポイントをとって、お話をその発案について解説

をいただきました。 

 西岡教授は、原子力工学を学んで、原子力発電につ

いてもメリット、デメリット、リスクなど熟知した方

なようでありまして、ネプチューンについては、その

基本的な技術が確立されているというお話でありまし

た。 

 その内容は、例えば、エンパイア・ステートビルに

水を押し上げる部分、それから巨大潜水艦が400メー

トルか500メートル、深海に潜水したときに、潜水艦

から生活の雑排水を放出するシステム、それから送水

管については、鉄の10倍ともっていうふうな強い材料、

それの開発が進んでおって、技術的にも神戸なり関西

の大変有能な町工場、技術のある町工場をすれば、す

ぐにその実証実験できる発電システムをつくることが

できるだろうというふうに話しておりました。 

 で、かえって実現のためには、ぜひそういう面では

実証実験できるようなチャンスを与えてほしいと、こ

ういうふうなことで、ぜひ地方から後押ししていただ

きたいって、逆にお願いをされましたので、どういう

ふうに今、再生可能エネルギーで市当局と県、あるい

は国との協議等がなされておるのかわかりませんけれ

ども、機会を捉えて、ぜひその実証実験等ができます

ような話を押し上げていただければと思いますが、そ

の分についてお考えをいただきたいと思います。 

 順不同になりますけれども、それから３番の震災復

興についてであります。 

 当市の広域以外からのこの復興従事作業者といいま

すか、がどれぐらいあるのか、いつの時点でもいいん

ですが。で、その理由について、もしおわかりでした

ら、いただければと思いますが、場合によっては、定

住促進のヒントがつかめることにもなるのかなという

ふうなことも、若干考えますんで、お尋ねをいたしま

す。 

 それから、３番の③の岩手大学に海洋・水産学部の

設置の関係であります。 

 皆さんの中で、北里水産大学とそれから東京海洋大

学、岩手大学のその大学連携の協定書を結んでおるん

ですよね、23年10月30日に。その協定書の内容につい

て、ごらんになった方、あればいいと思うんですが、

その協定書の内容について、私は直接見てないんです

が、岩渕明副学長が、その復興の中の資料の中で、あ

いさつの中で研究している内容がございます。 

 若干、質問と関連がありますんで読み上げたいと思

うんですが、まず一つは大船渡の北里大学が、相模原

のキャンパスに避難したと。それから、大槌町も東京

大学の海洋研究所といいますか、それも早期の再建が

難しい。そういうことで、世界三大漁場の一つである
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三陸沿岸から高等教育機関がなくなることを大変懸念

していると、こういう趣旨でありました。 

 あわせて、その３大学の連携の内容について言及を

いたしております。共同研究の実施、三陸復興支援セ

ンターにおける設備の導入と共同事業、それから３大

学で共同、水産大学というふうには書いてないんです

が、前後の文章からすれば、水産大学ととれるような

共同大学院の、３大学の共同の大学院の設置構想の検

討と、こういうことをうたっております。 

 あわせて、その次の文書に、愛媛大学との連携も行

っておりますが、愛媛大学は、水産業が盛んな県に立

地する大学にもかかわらず、水産系の学科がないので、

地元自治体と連携して、20年４月に、水産研究セン

ターを設置したという経験を持っていると。そういう

ことで、その愛媛大学から２名の教員を客員教授とし

て招いていると、こういうふうなことでありました。 

 私は、この文書を見て、３大学で水産の共同大学院

の設置構想と、こういうふうなことを検討しているの

であれば、逆に言いますと、その前の水産学部の検討

をしていることに、言及しているというふうに捉えて

いいのかなというふうに思ったわけであります。 

 そういうことで、あとは、漁業者なり自治体がどう

その必要性を関係機関なり、働きかけをするか否かに

かかっておるのかなということで、実は、質問をさせ

ていただきました。 

 資料については、私は、藤井克己学長のあいさつ、

そして岩渕明っていいますか、副学長のその資料等に

ついては、後でお渡ししてごらんいただきたいと思い

ますが、そういう面でぜひ岩手大学に水産学部のこの

設置について、それらの資料等を見ながら、ぜひこの

働きかけをしていただければなと、こういうふうなこ

とを感じております。とりあえず。 

○議長（八重櫻友夫君）  山内市長。 

○市長（山内隆文君）  ネプチューン開示についてで

ありますけれども、確かに、理論値としては成り立つ、

成立するものだろうということまでは認識をいたして

おります。 

 ただしかし、その詳細な情報を得るに至っておりま

せんので、今、畑中議員からお聞きしたような内容に

ついて、さらに情報収集に努めてまいりたいというこ

と。 

 それから、今般、東京大学が中心となって波力エネ

ルギーを活用した発電ということに、フィールド実証

実験をこの久慈市においてやるわけなんですけども、

これは文部科学省の研究テーマに採択をされて実施さ

れるというものであります。 

 したがって、西岡教授のこの提案が、文科省等から

も正当な評価を得て、実証に向かうと、こういう段階

に至れば、具体的な行動に移れるのではないか。そし

てまた、当然に事前に、西岡教授等からも接触を図り

ながら情報を得ていきたいと、このように思っており

ます。 

 それから、岩手大学海洋学部等の設置についてであ

ります。私は、寡聞にして今の教授、大学学長等のお

話を聞いておりませんでしたので、今、畑中議員から

ご指摘のあったことなどについて、さらに岩手大学側

とも意見を交わしながら、その実現性、可能性につい

て探ってまいりたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  私のほうからは、復

興震災に伴ってのその復興事業従事者がどの程度、来

ているのかというようなご質問だったと思います。 

 全体的なその復興事業に関しての業者とか人数とか

という部分については、私どものほうでは捉まえてお

りません。 

 ただ、一工事関係で申し上げるならば、国家石油備

蓄基地の復旧作業員という部分では、お話を伺ってお

りまして、多いときには700名から少ないときでも400

名ぐらいと伺っております。 

 ただ、その宿泊施設について久慈市内のみならず、

市外からのほう、例えば八戸、階上のほうにもお泊ま

りをしながら、こちらに来て工事をされていると、こ

のようにも伺っているところでございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ７番畑中勇吉君。 

○７番（畑中勇吉君）  ちょっと順番がずれますけど

も、質問項目16番、教育行政の③について質問をさせ

ていただきます。 

 学校開放の関係で、夜、夕方、いろいろスポーツレ

クを楽しんでおると思うんですけれども、照明設備の

ある学校は、最近、涼しくもなって、もう水を得た魚

のごとく、大変活発ににぎやかにやっておるわけです

が、私、侍浜中学校のグラウンドを時折見ております

と、本来でありますと、学校開放規則７条に抵触する

のかもしれませんけれども、自家用車のライトを照ら
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して、その中で練習っていいますか、指導者なんかと

そういう風景も、若干見たような気がしております。 

 そういうことで、私は自助努力で何とか自分たちが

そういうことを克服して、少しでも前進させたいとい

う、いい意味での捉え方で見させていただきましたが、

この照明設備がないところは山根、夏井、侍浜、そし

て三崎、宇部、それから山形中心部の来内とか霜畑で

すかとか、開放校が３校ほどあるようなんですが、そ

ういうふうな地域の夕方、照明が必要な時間帯に、ど

れぐらい体力づくりなり連携なりをやりたいという希

望があるのかは、私は希望調査を実施して、そして改

善に向けて善処すべきだろうというふうに思いますが、

その取り組み方について１点お伺いしたいと思います

し。 

 もう１点、少し角度を変えて、各消防団に発電照明

灯が配備されることになるわけでありますけれども、

機械というのは、使わないでおくよりは、時々、稼働

させたほうが調子がいいということを、私はオートバ

イでも何でもそう思っているんですが、先ほど言いま

した、その照明設備も私は、久慈中とかほかの学校の

ように、その柱を立てて、５千平米とか１万平米とか

っていうような照明を話しておるんではなくて、ある

程度の生徒数もなくなっておりますから、そういうふ

うな対処が出ればいいのかなというふうに思うんです

が、この消防分団へのその発電照明灯を照明設備のな

い地区、この学校開放等に、何とか保守点検と試運転

の意味合いも兼ねて、幅広い考えで、この地域の社会

教育のイベントなり地域の実情に応じて、何とかこの

活用をさせていただけないものかなということを、こ

れは総務部長の守備範囲なのかもしれませんが、ご意

見を賜りたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  消防団に配付予定の発電

機の利用ということでございますけども、各消防団、

それから町内会等と話して、いずれ管理の関係があり

ますので、消防分団に適切な管理という中で、極力、

弾力的にそれは運営してくださいとは話はしています。 

 ただ、容量の問題ですけども、発電機、大体2.5キ

ロから５キロの範囲内での発電機になると思っている

んですけれども、それから照明も、いわゆる避難所１

部屋が大体照明ができるような照明器具を考えていま

す。 

 したがいまして、それに耐え得るような利用であれ

ば、それはいろいろご活用いただければいいと思って

いるんですが、いわゆる野球場、屋外へのそれに頼る

かどうかというのは、非常にちょっと疑問だなという

ふうに今、拝聴をしておりました。 

 いずれも、消防団に管理任せるんですが、それにつ

きましては、極力、災害重視しながらも、弾力的に運

営をしていきたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  屋外運動場の照明施設に関

して、地域等からその要望等を聞いてみたらどうかと

いうふうなご質問でございますが、確かに、侍浜、夏

井、宇部、三崎、それから山根、麦生というところで、

ついていないところがあるわけでございます。 

 そういったところの実際の実態の把握に努めている

わけですが、ただ、その実態というのは、いわゆる人

口の減少の状況であるとか、そういったことでの実態

の状況でございますけども、それで、そういったとこ

ろをずっとしんしゃくしながら、しかも、地域のほう

では、どういった、例えば照明設備等が必要であるの

かといったことについては、やはりご確認する必要性

があるのかなというふうに思っております。 

 この件については検討させていただきたいというふ

うに思います。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ７番畑中勇吉君。 

○７番（畑中勇吉君）  それでは、５番の企業誘致と

支援について、①についてお尋ねをさせていただきま

すが、最近、尖閣諸島の問題があって、地元の企業で

も取引があるのではないかというふうに思っておりま

す。 

 中国系等の輸出にかかわってのその取引がどれぐら

いで、どれぐらいの影響が予想されるのか、また、そ

のフォローアップについてどのように考えておるのか、

お尋ねをさせていただきたいと思います。 

 それから、11番の地籍調査の関係でありますけれど

も、26年に完了するということですが、情報の開示と

その完成の暁には、今回立ち会った地権者等に、その

連絡等をして、ご案内等ができるかどうか、していた

だけるかどうか、大変暑い時期で、高齢者の方々も一

生懸命立ち会ったわけですが、それも復興道路をつく
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っていただけるというような感謝の気持ちと、これか

らスムーズにいけばいいというふうな、そういうふう

な思いで皆さんが立ち会ってくれたと思うんで、でき

ればその辺もお知らせいただければいいのかなと、こ

ういうふうに思っています。 

 それから、15番のパーキング的な広場の関係、先般、

避難階段が３カ所、報道されたわけですが、こういう

のと連動したものだと思いますんで、時期を逸さない

ように、逃さないように、しっかりと要請をしていっ

たほうがいいのではないかというふうに思いますけれ

ども、その件、答弁いただければ。 

○議長（八重櫻友夫君）  晴山産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（晴山真澄君）  企業に対するフ

ォローアップということで、尖閣諸島を発端としまし

た反日運動の関係があるかというようなご質問でした。 

 で、市内の主な企業に聞き取りをしたところ、直接、

中国との取引は行っていないということで、現在のと

ころは影響ない。ただ、これが長引くようなことにな

ると、親会社を通じて影響が出てくるのではないかと

いうことが言われております。 

 もう１点は、市内に中国からの労働者の方が、100

人を超える方が来られておりますが、今回の騒動の中

では、特に何も問題が起きてないということをお伺い

しております。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  地籍再調査に係るご質

問にお答えをいたしたいと思います。 

 この再調査は、久慈北道路の促進のためにも、地域

住民の皆さんからご協力いただきまして、今、再調査

している段階でございます。 

 工程といたしましては、成果品の閲覧等、26年に第

１回目、そして27年には第２回目の閲覧等を進めてま

いって、住民から同意をいただいてまいりたい、その

ように考えているところでございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  パーキングについての要

望ということでお話ございました。 

 先ほど議員、お話いただきましたように、避難階段

につきましては３カ所程度ということで、報道があっ

たわけでございますが、これに連動するという形で今、

考えているということではないというふうに思ってご

ざいます。これはいち早く高台、道路、高速に上がる

ということでの捉え方をしてございます。 

 ただ、今、お話いただきましたパーキングについて

は、その必要性を十分に認識してございますので、こ

れについては、さらに要望していきたいというふうに

思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  それでは、畑中議員の質問に

関連いたしまして、何点か質問をさせていただきます。 

 一つ目は、震災復興の関係の事業従事者のための宿

泊施設の充足状況の関係でありますけど、先ほど答弁

を聞いておりますと、旧アレン短大の施設を活用とか、

また、八戸のほうに泊まっていただいて久慈市で働い

てもらっているとか、非常にもったいないといいます

か、急に施設をつくるちゅうわけにはいかないんでし

ょうけども、実はご存じだと思いますけど、あのオリ

ックスですね。オリックスが宿泊施設整備事業という

ことで、岩手県におきましては釜石、宮古、陸前高田、

大船渡に、ユニット式のビジネスホテルを建設、それ

も来春までにやるというようなことを報道されており

ますが、このような話が今まで久慈のほうに来なかっ

たのか。全くなかったのか、そこら辺もちょっとまず

お聞きしたいと思いますけども。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  復興従事者の宿泊施

設の関連に絡んでのご質問でございました。 

 今、議員のほうからお話のあった、オリックスさん

がビジネスホテル的に建てていくという話は、新聞紙

上等でも私も拝見いたしましたが、当市に対して、改

めてそういう問い合わせとかいったものはございませ

んでした。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  非常に残念ですけど、いずれ

施設というものは、これから必要であると認識はされ

ているものだと思いますけども、それについても後で

答弁していただきたいと思います。 

 それから、再生可能エネルギーの関係ですけども、

大規模太陽光発電施設ということで、要するにメガ

ソーラーの候補地募集、９月25日付でホームページに

出ましたけども、以前、実は平成23年の10月ごろに、

県のほうでメガソーラーの用地調査をして、たしか久
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慈市でも三、四カ所、候補地が上がったと思うんです

けど、その候補地に事業者のほうから何かいろいろ紹

介してくれとか、そういう話はなかったんですか。 

 もしあったとしても、をできなかったというのは、

何か原因というか、どのような理由で候補地が断念さ

れたのか、お尋ねします。 

○議長（八重櫻友夫君）  晴山産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（晴山真澄君）  メガソーラーの

適地についてご質問でしたが、昨年、23年10月に県の

ホームページのほうに、市内５カ所の適地ということ

で掲載させていただいておりました。 

 その中で、県のほうからは、事業者のほうから何点

か詳細な情報提供が欲しいということで、当市のほう

から県のほうを通じて事業者のほうに提供はしており

ますが、その後、直接当市のほうに連絡が来るような

ことはございませんでした。 

 そういう中、可能性としては、送電線から遠いとか、

そういう詳細な調査を実施したのではないかというこ

とで、我々ももう一度、適地について見直しをかける

ということで、送電線からの距離とかの面積、あと、

そこの土地にかかっている制限等を再度調査して、実

現しやすい場所を再度、情報提供したいということで、

今回、公募を始めた次第でございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  先ほどの宿泊施設の

関連に絡んで、宿泊施設は今後、必要と考えているだ

ろうというお話でございました。 

 いろんな形で検討をしなければならないだろうなと

思っております。と申しますのは、復旧工事関係、い

ろんなものが盛んなときは、当然に必要になってくる

と思います。 

 しかしながら、そういったものが落ち着いてきたと

きに、今の施設への影響、ホテル・旅館等への影響

等々も含めながら、やはりそういった部分につきまし

ては、そういう組合等とも協議しながら、進めていく

というのが非常に大事なのかなと思っております。 

 現時点で考えれば、あってくれたらいいなというふ

うには考えております。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  それでは、また再生可能エネ

ルギーの問題ですけども、実は久慈市の復興計画の中

に重点プロジェクトに入っているわけですけれども、

やはり例えば洋野町に１万キロワット級のメガソー

ラー建設があり、一関でも8,000キロワットのメガ

ソーラーの建設があると。階上町でも、1,500キロワ

ットのメガソーラー建設がありますよと、こういうよ

うな新聞報道を見ますと、久慈市としてはちょっと出

おくれているんではないかなと心配しておるわけです

けども、あれですか、今回、候補地募集というのは、

ある程度、めどがあってなされたのか。それから、必

ず１カ所は近い将来、メガソーラー施設をつくるぞと

いうことでやられたのか、そこら辺をお聞きしたいと

思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  晴山産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（晴山真澄君）  当久慈市内にお

いてメガソーラーの可能性についてということでござ

いますが、東北電力久慈営業所に伺いましたところ、

具体的には言えないですけども、予備検討ということ

で申請は出ているというようなことでございます。 

 ここではちょっと申し上げられないんですけども、

市内業者さんのほうでも何かメガソーラーの取り組み

を行っているというようなうわさを伺っております。

まず、その実現に向けて、まだどの程度の進行状況か

というのは、ちょっとまだ伺っておりません。 

 さらに、まだ可能性のある土地があるのではないか

ということで、現在、公募を開始しております。皆さ

んにおかれましても情報がありましたら、ぜひ協力し

ていただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  ぜひにも、この事業が成就す

ることを願っております。 

 次に、観光振興の中の１番の駅ビル解体及び駅前開

発整備事業についてでありますが、先ほど市長からの

答弁では、具体的に駅ビルを解体する云々ということ

が出てこなかったわけでありますが、昨日からよく出

ておりました中心市街地整備事業、次の第２期中心市

街地活性化整備事業ですか、この中で答弁の中に、

ハード整備事業等を検討しているんだというようなこ

と、きょうの新聞にもちょっと載っていましたけども、

そういう意味で、この駅前開発整備事業というものが、
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やっぱりメーンになるということで理解してよろしい

もんでしょうか、そのほかに何かあるもんでしょうか、

お尋ねいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  観光振興に絡んでの

ご質問にお答えをしたいと思います。 

 中心市街地の関係も絡めてのご質問だったわけであ

りますが、ご案内のとおり、先日もお話申し上げまし

たが、いわゆる内閣府の認定を受けるためには、ハー

ド事業も加えていかなればならない、そういった部分

も一つにはあります。 

 また、先ほど来、市長からもご答弁申し上げました

けれども、やはり久慈市の玄関口でもあると。そうい

ったことも含めれば、いわゆる駅ビルの解体そのもの

も一つの方法でもあるだろう。あるいは、商店街の活

性化を図っていく意味での取り組みもあるだろう。そ

ういったものを相対的に今現在、検討をしている、含

めて検討をしているという状況にあります。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  駅前開発整備事業ということ

ですから、駅ビルの周りも、全体的な構想で考えてい

ただくということですね。 

 やはりまた観光の面から見ましても、どうでしょう。

以前、プラザホテルというのがあったわけですけども、

ホテルが一つなくなったわけですよね。やっぱりもう

一つぐらいは、駅前あたりにホテルが必要というか、

あってもいいんではないかなというのが一つですね、

それに対するお考え。 

 そういうこと、例えばある事業者が、つくりたいと

いうときには、そういう意味での支援というのは可能

でしょうか、いかがなもんでしょう。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  駅前開発一体的にと

いうお話の中に絡んでのホテル関係の設備もというお

話もございました。 

 実は、先ほどもご質問ありました、そのオリックス

がというお話がありましたけれども、それ以外のとこ

ろで、若干のお話もあったこともありました。しかし

ながら、その後についての進捗は現在ない状況であり

ます。 

 ただ、今現在を、先ほどの繰り返しになるかもしれ

ませんが、見ますと、やはりあってくれれば非常にい

いなと。先ほどの市長の答弁の中にも、各種スポーツ

大会だったりとか、これが県レベルの大会、あるいは

ロケに関しての、やっぱり多いときは100人規模でお

いでになりますので、そういった部分を考えれば、現

実を考えれば、あってくれたら大変にありがたいだろ

うなというふうには思っております。 

 しかしながら、答弁の中でも申し上げたように、震

災前は50％程度の稼働であったという部分も含めなが

ら、いろんな意味で考えていかなきゃいけないだろう

なと思っています。 

 で、余分なことかもしれませんけれども、今、教育

旅行なんかでは、民泊ということも取り組んでいただ

いておりまして、そういった部分も、かなりの件数が

ございます。 

 そういった部分も活用して、観光客への対応等もさ

れていくべきものかなと、この部分も研究してまいり

たいなと、あるいは相談してまいりたいなと、こんな

ふうに考えてございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  もう一つ、駅前開発の関係で

すけども、今、まちなか水族館があるわけですけども、

もぐらんぴあが新しくできますと、当然、あそこから

抜けるわけですよね。抜けるって、多分、なくなると

思うんですけども、その後、何かいい策というか、利

活用方法を考えていらっしゃいますでしょうか。 

 実は私は、どうでしょう、観光面からもいって、久

慈市にはお二人の名誉市民さんがおられますね、タマ

シン・アレンさんと、それから三船十段さんですね。

この方たちの業績をしのぐよう、ミュージアムとして

の活用、そういうものをひとつ考えていただければど

うかなと思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  まちなか水族館、い

わゆるもぐらんぴあできたら、どうなるんだと、こう

いうお話でございます。そしてまた、そういうタマシ

ン・アレンさん、あるいは三船十段のミュージアムと

いうご提案もいただきました。 

 私は、これは皆さんとの調整も必要になるかと思う

んですが、海を持つ観光市として、もぐらんぴあがあ

れば、それでよしという形ではないだろうなと。もし、

許されるのであれば、町なかにも、海としての水族館
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というまで言えるのかどうかという部分はありますけ

れども、そういった部分で、今の現状をもう少しよく

活用していく。 

 もぐらんぴあに合わせて、市内にもそういった観光

施設がある、あるいは海の町としてやっていけるとい

う部分で、何とか存続できたらいいな、そういう部分

を若干今後、含めて考えていきたいな、そんなふうに

思っております。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  駅前開発ができて、こうイ

メージとして駅前が広くなって、そこにそれも必要あ

るかと思いますけど、何で私が言うかといいますと、

名誉市民さんの業績をやっぱり肌で感じるところが少

ないように感じるんですね、町なかで。 

 これは、もったいないと思うんですね。そういう意

味で、もちろんそこがだめだったら、もぐらんぴあの

あっちがだめだったら、そういうふうに別のその近く

につくっていただければ、一番理想なんですけれども。 

 そこら辺、もう少し考えていただいて、それこそ観

光振興にも役立つと思いますし、青少年に夢を与える

という意味でも、非常にいいんではないかと思うんで

すけども、その点、もう一つ、もう１回お願いします。 

○議長（八重櫻友夫君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  中心市街地活性化第２期の

かかわりの中での駅前の再開発ということのご質問で

ありますが、まちなか水族館についても、つまり、駅

前の町内会の方々も、それぞれが水槽を設置して、町

ぐるみ水族館というふうなことでの取り組みも行って

いるところでございますんで。 

 そういうふうなことから、そういう商店街等とも、

いろいろ今後のあり方については十分に協議をしなが

ら、町なかにあるということは、他の市町村等から見

ますと、非常に価値があるというふうなこともありま

すので、そこは十分に検討していきたいと思いますん

で。 

 名誉市民、三船十段、あるいはタマシン・アレン先

生のミュージアムということでありますけれども、確

かに一義的には、三船十段については十段記念館ござ

いまして、資料等も展示しているわけでありますけれ

ども、私も、例えば駅前という特定をしないで、例え

ば土風館の中にも、そういう三船十段先生の偉業をや

っぱり展示するというふうなことも、必要だなという

ふうには日々思っておりました。 

 そういうふうなことから、あそこまで行ってもらえ

ばいいんですけれども、十段記念館まで行ってもらえ

ばいいんですけども、なかなかに坂等もございますん

で、そういうふうなことから、やはり市街地にそうい

うふうなサテライト的なスペースがあればいいなとい

うふうに思っていますし、タマシン・アレン先生につ

いても、確かに今、じゃあ、どこでこれまでの偉業を

っていう展示スペースがないわけでありますので、そ

こについてもやはり必要だなというふうな思いがござ

いますので、これからこの中心市街地の第２期の活性

化事業の中で、いろいろ具体には検討してまいりたい

というふうに考えておりますので、ご理解をいただき

たいというふうに思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  それでは、いじめの関係です

けども、いじめという言い方はおかしいですけど、私

たちの時代には考えられなかったんですけど、今はイ

ンターネット上で悪口を、例えば、ブログの中のコメ

ント欄に悪口を書き込むとか、そういうのが実際にあ

るらしいんですけども、そういう事例っていうのは、

調査されましたでしょうか。 

 また、そういうことに対する指導というんですか、

そういうのをもし考えていらっしゃいましたらお聞か

せください。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  いじめの問題についてのご

質問でございますが、インターネット、パソコンであ

る、あるいは携帯電話での誹謗中傷の部類になると思

うんですが、それについては確かに数件、数件という

か、１件、２件、そういった情報が入ってまいります。 

 その際には、直ちに学校と連絡を取り合いながら、

学校のほうから逆に教育委員会のほうに連絡をいただ

きながら、そのブログ等の調査を徹底的に行いまして、

それで、それらの削除をまず早急に行うといったよう

な措置を講じてございます。 

 それから、これ、子供たちように、児童生徒用に、

むしろ中学校の子供が中心なんですが、リーフレット、

チラシ等をつくりながら、そういったことが起こらな

いような対処の方法について、指導をしているところ

でございます。 

 これについては、いずれ油断のならないところでご
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ざいますから、常に、そういったことについては、注

意を持っていきたいと思うんですが、私のほうからし

ますと、ひとつこれは実は、パソコンにしても、それ

から携帯電話にしても、これは保護者の方、あるいは

家庭の中で買い与え、使用させているといったような

ことから始まるものでございますから、どうか各家庭

での与えたものについて、どのように使用しているの

か。これは、なるべく回数を多く、しっかりこのチェ

ックをお願いをしたいというふうに思っている次第で

ございます。 

 そういったところで、連携を図るというふうなこと

も必要だろうというふうに思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  それでは、畑中議員の一般

質問に関連いたしまして、２点ほどお伺いをしたいと

思います。 

 まず１点目が、９番の放射線被害についてなんです

が、いわゆる汚染牧草地ということで、これは昨日の

新政会のほうの質問にも出ておりました。 

 答弁のほうが、除染が必要な面積、いわゆるこれは

国の基準が100ベクレルを超えるという、そういう意

味ですけれども、面積は58ヘクタールというような答

弁でございました。 

 そのうち22ヘクタールについては、もう除染をした

と。それ以外のものについても、当然これはやられる

ということでございます。 

 ９月の今度の県議会の補正予算に、約24億円のこの

除染の牧草地の関連予算が盛られているわけでござい

ますけれども、これは市長会とか、あるいは町村会の

ほうからそういう要望があって予算化が実現したとい

うふうに、新聞紙上等では報道をされているわけでご

ざいますが、今回の24億の中、この内容は、いわゆる

50ベクレル超100ベクレルまで、この部分については

県が全額持つというようなことで、いわゆる搾乳牛と

いうんですか、それの牧草地の除染をすると。これは

全額県が持つということで、50ベクレル以下の牧草地

については、これを各自治体で行う場合には、県は２

分の１助成しますよ、そういうような内容だというふ

うに報じられているわけでございますけれども、久慈

の市内には、いわゆる搾乳牛用の牧草地でございます

けれども、これの対象となる面積がどれぐらいあるの

か。あるいは対象となるいわゆる農家戸数、そういう

ものが何戸数ぐらいあるのか、そこのところについて

お伺いをしたいと思います。 

 また、恐らく全額のその助成でございますんで、50

ベクレル超という部分については、これは当然、市も

やるだろうというふうに思いますけれども、50ベクレ

ル以下、その部分については、市としてはどういうよ

うな考え方を持っているのか、それを伺いたいという

ふうに思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  ただいまのご質問にお

答えをいたします。 

 まず、県の補正予算の内容でございますけども、聞

くところによりますと、50ベクレル以下の牧草地に対

して市が行うのであれば、２分の１の補助があります

よという内容でございます。 

 また、50ベクレルを超過し、100ベクレル以下の搾

乳牛用の牧草地は、県負担で除染すると、そのような

報道がなされているところでございます。あくまでも、

県の補正予算、９月議会に計上、上程になると、その

ように情報を得てございます。 

 それで、市内の農家数、それから面積といかほどか

ということでございます。肉用牛、酪農家の相対の数

で申し上げさせていただきたいと思いますけども、戸

数は130戸、その面積は約480ヘクタールほどでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  基本的にその市長会が、例

えば町村会が、そういう要望を県に出して、それで今

回の補正が実現をしたというような表現になっておる、

それ、マスコミ等では。 

 そういうような市長会が出すということは、それぞ

れの自治体では、それぞれの自治体の中で、自分のと

ころには、例えば、50ベクレル超は何戸数あるとか、

面積がどれぐらいあるとか、そういうものは当然、承

知しているというふうに思うんで、今の答弁は、全部

で言えばこういうことだということなんですが。 

 いわゆる酪農家、わかりやすく言えば酪農家ですよ

ね、酪農家50ベクレル超が対象となる面積と戸数、そ

れがどのぐらいかということと、それから、汚染され

ている牧草地を全部やろうという、そもそもそういう



－100－ 

考えがあるかどうかということなんですが、やろうと

した場合に、先ほどの数字なわけでございまして、全

部やろうとする、そういうような考え方がそもそもあ

るかどうか、そこを２点。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  酪農家の戸数、その面

積については、ちょっと記憶にございませんので、資

料を取り寄せた上でお答えを申し上げたいと思います。 

 それで、２点目の件でございますが、この県単独事

業を活用して、久慈市がやるのか、やらないのかとい

うことでございますけども、これについては、まず今

年度は条件がございます。 

 県は９月補正予算で計上し、そして本年度中に終わ

る事業が対象になるというものでございまして、市と

私も、この件については、検討、よくよくいたしまし

たけれども、機械の関係、機械と申しますと重機機械

でございますが、プラウ、ロータリーなどの機械が必

要でございまして、今、100ベクレルを超過している

部分についても、58ヘクタールのうち22ヘクタールに

今、着手している状態で、今年度は無理があろうかな、

そのようなことで、来年度、せっかくの畜産振興を図

るに絶好のチャンスでございますので、市長からお答

えしたとおり考えてみたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  後でお答えというんですが、

それは結構です。 

 いずれ50ベクレル超ということになると、これにつ

いては全部県が持つというんで、当然、市としては、

それは取り組んでいくであろうというふうに思うわけ

でございますけれども、いわゆる50ベクレル超、どう

してかというと、これは受け売りになるかもしれませ

んけれども、いわゆる凝縮した場合、粉末等にその牛

乳を凝縮した場合には、これが100ベクレルを超える

だろうと、そういう前提のもとであるわけですんで、

いわゆる、恐らく取り組んでいただけるだろうという

ふうに思いますけれども、できれば、そういう50ベク

レル以下であっても、やはりそのような除染という考

え方、そういう考え方は、基本的に持つべきではない

のかなというふうに思っております。 

 それから、次の質問は、いわゆる市道川井関線でご

ざいます。 

 これについては、川井関線のいわゆる先ほどの市長

答弁では、現状では、安易に着手できない状況にある

ということでございます。 

 これについても、資料を提供していただきましたけ

れども、いわゆる今年度も昨年度もその前の年も、３

年連続ということでゼロというふうなわけでございま

す。予算がゼロということは、やれないというような

状況でございまして、私も、現地にたびたび行ってみ

ているわけでございますけれども、この川井関線の工

事については、私はちょっと変な言い方になるかもし

れませんけれども、いわゆる工事が、その集落のど真

ん中で中断されているんですよね。 

 そして、その中断されている状況が、もう何年も、

４年も５年も続いているわけでございます。非常に集

落そのものに大きな傷跡が残っているような気がして、

しようがないわけでございます。 

 できれば、１日も早くその用地問題が解決をしなが

ら、あの路線が供用できるようになればいいわけでご

ざいますけど、現実的になかなか難しいと、着手でき

ないでいるというのが現実なわけでございます。 

 しかしながら、あそこをやはりあのままの状況には

しておけないんだろうなと。実際に、あれを供用する

ということは、もし、現状で不可能であるならば、こ

れはやっぱり今、整備してあるその区間があるわけで

すよ。この部分の供用だけは、やはりしなきゃならな

いんじゃないかというふうに思っているわけでが、い

かがでしょうか。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  放射線被害についてお

答えをいたします。 

 これは、いずれ除染対策は本当に必要だ、そのよう

に捉まえてございます。そして、それとともに農地更

新にも、牧草地更新のためにも有意義だなと、そのよ

うに私は思ってございまして、今後におきまして生産

者、あと新いわて農業組合等々と協議の上、検討して

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは、川井関線の件

についてお答えいたします。 

 議員今ご説明いたしてもらったように、供用開始が

できないでおる区間、実際、成谷地区にあるわけでご
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ざいます。 

 この地区については、ある程度というか、道路的に

は完了してございます。ただ、これの終点側等につい

て、ちょっと用地問題等がありまして、現在、成谷線

という市道がございまして、３メートルぐらいの市道

でございますけども、そこのところに接続し、できれ

ば、川井関線のほうに持っていけれれば、今のその工

事が終わっている部分を供用開始できるのではないか

とは思ってございますが、そこについても、用地的な

問題等がございまして、その辺の解決はしていかなけ

ればならないというふうに思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  ただいま答弁いただきまし

たけれども、いわゆるこの路線については、用地問題

がずっとこれ、私は資料を提供していただいたのは、

３年分なんですけれども、いわゆるもっと以前からこ

の工事が停滞をしている、停止をしているわけでござ

います。 

 したがいまして、もう私が資料請求をした部分の過

去３年にわたっても、これは何ら手つかずの状態で、

ただ単にやりますよという予算がついているだけ。 

 では、これが果たしていいものかどういうものか。

いわゆるそのできた部分だけでも、やはり供用してい

かなきゃいけないんじゃないかなというふうに思って

おります。 

 あの路線は、いわゆる今、完成しているのが２区間

あるんですよね。一つの区間の中に端っこの部分と真

ん中の部分だけが工事がなされているんです。で、そ

の間、間の工事が全くなされてないわけでございまし

て、そういう状態が、ちょうど成谷の匠館のすぐ付近

が、今、工事が中断をしているとこでございまして、

まさに目の前にどんと壁があるような形で、工事が中

断されているわけでございまして、非常にこれは、い

ろいろな地域の事業とか、あるいは地域がいろいろ頑

張って県内に、あるいは全国に、そばとかそういうも

のを発信をしていく、そういうようなすぐれた活動を

している地域でございますけれども、そこのすぐそば

にあるその道路が、そういうような状態である。私は、

非常にこれからのそこの地域の発展、そういうことを

考える場合に危惧を感じているわけでございまして、

何とかそこのところを今までは、それは県代行、お願

いをしてやるという前提のもとで、工事を進めてきた

わけでございます。 

 しかしながら、県の知事さんが直接参りまして、い

わゆる今の路線型では、県代行できませんよと。現道

を1.5車線に拡幅をしてやりたいんだという考え方を

直接当局にも議員の皆さんにも、現地で説明をしてい

るわけでございます。 

 したがって、その今、工事が行き詰まっているわけ

でございますけれども、言葉は悪いんですけれども、

この工事が行き詰まっている状態というのは、本当に

あれは関地区、霜畑地区のちょうどど真ん中でありま

す。顔の顔面に傷がついて、手術をしようとしたけれ

ども手術が失敗したと。したがって、そのままほって

おくのかというような、ちょっと言葉は悪いかもしれ

ませんけれども、そのようなイメージがあるぐらい、

大きなイメージダウンになっているということでござ

いまして、ぜひとも、これは本来であれば、今までの

工事の延長線上で工事が進んでいけばいいんですけれ

ども、県のそういうような基本的な考え方があって、

なかなか工事が進まないのであれば、現状、できてい

る部分をやはり供用をしないで、今、コンクリの上に、

その草が生えているんですよね。そういう状態のまま

放置をしておくということではなくて、やはり現道に

取り次ぎをして、そういうような部分供用、その供用

していない部分の供用というものをやはり開始すべき

じゃないかなと。 

 確かに今、取りつけ道路をつけています。ただ、こ

れは乗用車がやっと１台通れるぐらいの道路でござい

まして、市道、たしか成谷線というふうにいったと思

うんですけれども、それに取りつけ道路はついている

というような状態ですけれども、全然誰も、一人も利

用していないという状況でございます。 

 こういう状況を踏まえて、やはりその取りつけ道路

をきっちりつけて、つければ、恐らくその部分につい

ての供用というのはなされるんですよ。 

 ですから、そういうような基本的な考え方のもとで、

今の時点で、予算の執行率が過去３年間、ゼロ％です。

やりたいんだけれども、やれないような用地問題があ

って、そういう状況が続いているわけでございますけ

れども、これは基本的に今までの路線幅で持っていこ

うとするんで、なかなか用地交渉がうまくいかないと

いう部分もあるんだけれども、やはり当面、これを取
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りつけることによって、あの路線が一部、最終的に今、

工事、終わっている部分が供用できるような、そうい

う状況にやはり持っていくべきだろうというふうに思

うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（八重櫻友夫君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  川井関線、私も承知してお

りまして、現状、立派な道路が部分的には完成をして

いるわけでありますけれども、議員おっしゃるとおり、

やはりこれまで地権者の同意というふうなことから、

ずっと取り組んできたんですが、なかなかにそれは前

に進まないという現状も現実にあったわけでして、何

とかいわゆるルート変更等も視野に入れながら取りつ

けて、あそこを部分供用するということも、済む方法

だなというふうに感じていましたんで、その方向でい

ろいろ地域の方々とも協議をしながら、１歩でも前に

進むように、努力していきたいというふうに思います

ので、よろしくお願いします。 

○議長（八重櫻友夫君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  いずれ、あのまま放置して

おけないということだけは認識していただけると思う

んで、その根本的に、あの路線を途中でもう諦めろと

かそういう以前に、あの部分のその供用、取りつけ、

そういう部分については、全力を挙げて、それを努力

していただきたいなと、一言、答弁をお願いします。 

○議長（八重櫻友夫君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  基本的には、延長っていう

部分については、これはやはり捨てないで頑張ってい

きますけれども、今おっしゃったように、いろいろな

選択肢を検討しながら、１歩でも進むように頑張って

いきたいというふうに思いますので、ご理解をしてい

ただきたいというふうに思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

 この際、昼食のため、休憩いたします。再開は、午

後１時といたします。 

    午前11時40分   休憩   

──────────────────── 

    午後１時00分   再開   

○副議長（下舘祥二君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を継続します。 

 次に、日本共産党久慈市議団代表、小野寺勝也君。 

    〔日本共産党久慈市議団代表小野寺勝也君登壇〕 

○16番（小野寺勝也君）  日本共産党久慈市議団を代

表し、市政をめぐる諸問題について、市長並びに教育

長に質問をいたします。 

 質問項目の第１は、市の臨時職員の処遇改善につい

てであります。 

 貧困と格差の拡大が日本社会を覆う深刻な問題とな

っています。生活保護費と最低賃金の関係がたびたび

議論となります。この関係は、生活保護費が高いので

はなく、最低賃金が余りにも低いことに注視すべきで

あります。年収200万円以下と言われる働く貧困層が

1,069万人にも達しています。人間らしく生き、働き

たい。この切実な要求に、今こそ政治が応えるべきで

あります。自治体からも反貧困宣言を発信すべきであ

ります。 

 久慈市の公務の２割以上が臨時職員によって支えら

れています。恒常的業務は基本的には正職員化が大事

でありますが、臨時職員の処遇改善は急を要します。

特にも、年間１カ月の雇用中断及び３年で雇いどめは

少なくとも廃止をし、少しでも安心して業務に従事し

てもらうことが大事ではないでしょうか。お尋ねをい

たします。 

 質問項目の第２は、入札制度の改善についてであり

ます。入札制度をめぐっては、県内でも、全国的にも、

これまで幾度となく談合事件や談合疑惑が発生をし、

有権者の怒りとひんしゅくを買ってきました。その結

果、指名競争入札制度の廃止や予定価格の事前公表、

さらには技術的問題などで、やむを得ず指名競争入札

制度を採用する場合でも、指名選定委員会を設け、か

つ構成員を拡大をし、運営の民主化、透明性を図るな

どの例もあると聞きます。 

 ちなみに、久慈市の平成21年度から23年度まで過去

３年間の2,000万円以上の発注件数は129件、うち落札

率95％以上が97件、落札率99％以上が31件にも及んで

います。落札業者のほとんどが地元業者であることに

は安堵するものですが、改善の必要があるのではない

でしょうか。 

 全国市民オンブズマン連絡会議は、落札率が95％以

上については、談合の疑いが極めて濃いという判断基

準を示しています。公契約をする以上、一般競争入札

を原則とすべきと思いますが、大手企業の独占とか不

良業者の参入を防止するためにも、等級区分のほかに
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地元優先、中小業者などに配慮した条件つき一般競争

入札制度を採用すべきと思いますが、お聞かせくださ

い。 

 質問項目の第３は、国保税の免除についてでありま

す。高過ぎる国保税や窓口の３割負担が用意できず、

受診抑制となり、病状を悪化させたり、命にかかわる

事態が全国的にも問題となっています。 

 久慈市でも、滞納を理由とした短期保険証の交付対

象が611世帯、うち未交付世帯が123世帯にも及んでい

ます。 

 また、生活保護などの公的扶助と捕捉率。捕捉率と

は、受けられる人の中で、現に生活保護などの扶助を

受けている割合ですが、イギリスやフランスなどでは

80％から90％台なのに対し、日本ではわずか15％から

20％と言われています。 

 平成20年３月時点の当初国保加入世帯の所得別階層

の加入世帯数とその割合を見ると、所得なしの世帯が

31.46％、所得33万以下が9.52％で、実に3,760世帯が

所得33万円以下であります。 

 所得の面だけから見ると、このかなりの部分が生活

保護の基準以下の収入しか得ていないことになるので

はないでしょうか。受けようとすれば公的扶助を受け

られるのに、それを受けないで懸命に頑張っている人

たちに、せめて国保税の免除をすべきではないでしょ

うか。 

 実は、隣の秋田県では、以前から県の推奨もあり、

22市町村で既に実施をしております。お尋ねをいたし

ます。 

 質問項目の第４は、県北広域環境組合についてであ

ります。同組合は、平成22年４月に設立され、今日に

至ってるわけですが、設立に向けて強調されたのは、

可燃ごみ焼却施設を久慈・二戸地区にそれぞれ建設す

るよりも、１カ所に集約したほうが15年間で10億円も

節約になる。国からの循環型社会形成推進交付金の交

付を受けるには、久慈・二戸地区の広域化は必要。ダ

イオキシン類の排出が少ない全連続炉で、処理能力１

日100トンの規模が必要だから、県北ブロックとして

広域化必要というものだったと思います。しかし、そ

の後の推移で、この３点はいずれも事実と異なり、広

域化の前提が崩れてきたと思います。 

 このことから、私ども日本共産党の市町村会議員が

連名で、４項目９点にわたって同組合に申し入れを行

い、８月30日までに回答するよう求めてきたところで

あります。しかし、期日までに回答がなく、回答しな

いことがあるがごとき対応だったことから、副管理者

である市長に質問を通告していたものであります。 

 質問の通告の９月26日付、事務局長名で回答があり

ました。しかし、その内容たるや、驚くべきものであ

りました。例えば、質問の「新たに採用する従事者の

人件費は、年額700万円と試算している。これはある

村の副村長と同じであり、現実離れの試算ではないの

か、具体的根拠を示してお答えください」との質問へ

の回答は、「試算するに当たり、付与条件として設定

したものです」というだけです。これで理解、納得で

きる人がいるでしょうか。住民蔑視のお上発想で、決

して容認できるもんではありません。回答があり、内

容の一端をご紹介しましたが、もし所見があれば、お

聞かせください。 

 ２点目は、平成11年３月に策定された岩手県ごみ処

理広域計画の目的、趣旨をどのように認識しておられ

るのか。 

 ３点目は、平成22年10月の同組合議会での求めに応

じて提出した可燃ごみ処理施設の集約と分散について

では、15年間で10億円節減となっていますが、現に働

いている人件費改善だけでも36億円の経費増となり、

コスト削減の目的に反すると思うが、お尋ねをいたし

ます。 

 質問項目第５は、介護保険制度についてであります。 

介護保険制度は４月に改正となりました。改正で大き

な焦点となったのは、生活援助の見直しであります。

これまで30分以上60分未満、60分以上という時間区分

が、20分以上45分未満、さらに45分以上に再編され、

介護報酬が２割近くも引き下げとなりました。その結

果、時間が足らず、洗濯物を残したとか、会話が少な

くなったなどの指摘があります。生活援助をめぐって

の問題点は何か、お聞かせをください。 

 ２点目は、管内における特別養護老人ホームへの入

所待機者、在宅待機者及び早期入所が必要な人数、そ

れぞれお示しください。 

 ３点目は、在宅待機者の解消のための施設整備計画

をお示しください。 

 質問項目の第６は、土木行政についてであります。 

 市道大川目線の秋葉地内の整備でありますが、市道

でありながら幅員が狭く、住宅の建築確認許可を得る
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にも難儀をした経緯があります。幸い、地権者の内諾

もあることから早期実現を求めるものであります。 

 ２点目は、市道日吉町宇部線の通学橋接続部分の歩

道の整備であります。この問題は、平成21年９月議会

で、現在整備手法について国県と協議中であり、市道

上長内日吉町線の歩道整備の進捗状況を見ながら検討

したいとの答弁をいただいてるとこであります。震災

対応という事情もあろうかと思いますが、早期整備を

求めるものであります。 

 質問項目の第７は、水道施設の耐震化の促進につい

てであります。久慈市の水道施設の耐震化率は、送水

管で９％と、全国平均の31％を大きく下回っています。

水道水源開発等施設整備費の国庫補助導入をし、耐震

化促進を図るべきだと思いますが、お尋ねをいたしま

す。 

 質問項目の最後は、通学路の安全対策についてであ

ります。先ごろ文部科学省は通学路の安全対策につい

て全国調査を行い、対応に着手したと報道されました。

ついては、当市における事故の危険が予測される箇所

数と場所について、及びその対応、対策についてお示

しください。 

 以上、８項目14点にわたって質問をいたしました。

よろしくご答弁のほどお願いをいたしまして、登壇し

ての質問といたします。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  日本共産党久慈市議団代表、

小野寺勝也議員のご質問にお答えをいたします。 

 最初に、市の臨時職員の処遇についてお答えをいた

します。 

 年間１カ月の雇用中断についてでありますが、これ

は地方公務員法第22条の規定によりまして、臨時的任

用は引き続き１年を超えることができないとされてい

ることによるものであります。その上で、３年間の期

間については、より多くの方に広く雇用の機会を提供

するという観点から、市の内規により原則を定めてい

るものであり、当分の間、現在の方法により運用して

まいりたいと考えております。 

 次に、入札制度の改善についてお答えをいたします。 

 現在、市営建設工事につきましては、市内業者の受

注機会の拡大、企業育成の観点から、入札参加資格者

名簿に登載されている市内業者を優先的に選定する指

名競争入札を行っているところであります。 

 ご指摘の落札率が高率であるという点につきまして

は、落札率は請負率と必ずしも同一ではないことから、

異常とは捉えていないところであり、企業の積算能力

の向上等により生じている事象であることと考えてお

ります。今後におきましても、地元優先を基本として

進めてまいりたいと考えておりますが、地元対応が困

難な案件につきましては、条件つき一般競争入札の導

入も検討してまいりたいと考えております。 

 次に、国保税の減免についてお答えをいたします。 

 当市においては、市税条例及び国民健康保険税減免

要綱の規定に基づき、災害や所得減少、生活困窮等に

よる減免を行っており、前年の所得額と本年の所得見

込み額の減少割合を主な基準といたしまして、所得割

額の減免を基本としながら、資産割額、世帯別平等割

額及び被保険者均等割額についても、減免を行ってい

るところであります。 

 また、低所得世帯の国保税については、その所得状

況に応じまして、世帯別平等割額及び被保険者均等割

額をそれぞれ７割、５割、２割に軽減する措置を講じ

ており、ご質問に係る低所得世帯については、本軽減

措置の対象となるものと考えておりますことから、減

免基準につきましては、現行制度を維持してまいりた

いと考えております。 

 次に、岩手北部広域環境組合についてお答えをいた

します。 

 最初に、議員、住民からの問い合わせに対する対応

についてでありますが、ご質問の中でもご指摘があり

ましたとおり、９月26日付で回答したと、岩手北部広

域環境組合から伺っているところであります。 

 次に、ごみ処理広域化についてお答えをいたします。 

 まず、岩手県ごみ処理広域化計画の目的についてで

ありますが、ごみ処理の広域化を進め、ダイオキシン

類を大幅に削減するとともに、廃熱の有効利用、再資

源化及びごみ処理効率の向上等を図るため、岩手県が

平成11年３月に策定したものであり、市町村及び一部

事務組合等の一般廃棄物の広域処理を推進するための

基本となる指針であると認識をしているところであり

ます。 

 次に、収支試算についてでありますが、現段階では、

施設集約と中継施設を含む収集運搬経費については、

久慈・二戸地区ごみ処理広域化準備協議会がごみの推
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計量から、全国の同様の施設で必要とされている人員

数等を参考値として、ごみ処理施設を集約したほうが、

15年間稼働で総体的な経費節減分が約10億円になると

いう試算しか示されておりません。したがいまして、

今後におきましては、岩手北部広域環境組合に対し、

実態を踏まえた試算を求めてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、介護制度についてお答えをいたします。 

 まず、生活援助の見直しをめぐっての問題点につい

てでありますが、平成24年度から、介護予防や配食、

見守り等の生活支援サービス等を総合的に提供するこ

とができる事業、これは介護予防、日常生活支援総合

事業等々でありますが、これが制度化されたところで

あります。 

 保険者であります久慈広域連合では、この制度の導

入のあり方について、どのようなサービスを提供でき

るか、対象者の把握や財源などについて、検討を加え

ていると伺っております。 

 次に、管内における入所待機者数、在宅待機者数及

び早期入所が必要な人数等についてでありますが、平

成24年３月末現在で、入所希望者数402名、そのうち

在宅の方が104名、早期入所が必要な方が42名である

と、保険者であります久慈広域連合から伺っていると

ころであります。 

 次に、在宅待機者の解消のための施設整備計画につ

いてでありますが、久慈広域連合が策定した第５期介

護保険事業計画において、当市には平成26年度に、地

域密着型介護老人福祉施設１施設、グループホーム１

施設の整備を予定、洋野町には小規模多機能ホームの

定員増、野田村にはグループホームのユニットを増設

する予定であると、久慈広域連合から伺っているとこ

ろであります。 

 次に、土木行政についてお答えをいたします。 

 まず、市道大川目秋葉地区の改良舗装についてであ

りますが、本路線は、全体延長約570メートルのうち、

430メートルが整備済みであり、未整備延長は約140

メートルとなっております。この未整備区間につきま

しては、一部地権者との合意形成が得られないまま工

事の中断をしているものであります。市といたしまし

ては、引き続き合意形成に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、市道日吉町宇部線の通学橋付近の歩道整備に

ついてであります。 

 この路線は小久慈小学校や長内中学校に通学する児

童生徒の通学路でもあり、歩道網を構築する上で、歩

道整備の必要性は認識しているところであります。 

 現在は、市道上長内日吉町線の歩道整備を進めてお

り、事業完了のめどがつき次第、用地協力の状況や財

政状況等を勘案し、整備について鋭意検討してまいり

たいと考えております。 

 最後に、水道水源開発等施設整備費の全国防災事業

の国庫補助を導入し、耐震化促進を図るべきとのご質

問についてお答えをいたします。 

 水道水の安全で安定した供給を図るために、水道施

設の耐震化の推進は重要な課題と捉えております。今

後、耐震化につきましては、久慈市水道事業基本計画

に基づいて、老朽化施設の更新とあわせて、事業実施

に向けた計画の策定に取り組むことといたしておりま

す。 

 この補助事業は、上水道事業を対象としているもの

であり、補助裏の起債償還に対し、交付税措置が優遇

された事業でありますが、一般会計の繰り入れが条件

とされておりますことから、この繰り入れに関して、

関係部署と協議してまいりたいと考えております。 

 なお、簡易水道事業につきましては、簡易水道整備

費の全国防災事業に、川井・関・小国簡易水道統合整

備事業が採択をされており、今年度から事業着手した

ところであります。 

 以上で、日本共産党久慈市議団代表、小野寺勝也議

員に対する私からの答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  日本共産党久慈市議団代表、

小野寺勝也議員の通学路の安全対策についてのご質問

にお答えをいたします。 

 まず、通学路で事故の危険が予測される箇所数につ

いてでありますが、文部科学省より通知があり実施い

たしました、通学路における交通安全の確保に向けた

緊急合同点検の結果、市内小学校における通学路の危

険箇所は17カ所と認識しております。 

 場所につきましては、例えば久慈小学校区では、校

門に通じる栄町内の市道、天神堂、ひばり療護園前に

ある変形３差路、畑田保育園前の市道等と捉えており

ます。ほかには、久慈湊小学校区の国道395号及び田
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屋町の市道、平山小学校区の国道45号及び県道侍浜夏

井線、大川目小学校前の国道281号などを危険箇所と

して認識しているところであります。 

 また、その対応と対策についてでありますが、17カ

所の危険箇所につきましては、去る８月に教育委員会、

生活環境課、久慈警察署、国・県・市の各道路管理者

の担当者による合同点検を実施したところであり、歩

道の未設置、交通量と道幅の状況、スクールゾーン標

示や通学路標識の有無、横断歩道の設置及び標示の状

態等、危険箇所の具体的な実施を把握したところであ

ります。 

 現在、合同点検で明らかになりました状況につきま

しては、教育委員会及び生活環境課から久慈警察署及

び各道路管理者に対し、対策の検討及び実施について

強く依頼しているところであります。 

 さらに、各学校に対しましても、一層の交通安全指

導の徹底を指示するとともに、通学路の安全対策につ

いて、万全を期してまいる考えであります。 

 以上で、日本共産党久慈市議団代表、小野寺勝也議

員に対する私からの答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問、関連質問を許しま

す。16番、小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  お尋ねいたします。 

 この臨時職員の問題、年間での１カ月雇用中断と。

その理由として、地公法の22条を挙げられました。実

は、この問題は全国的にも問題になっておって、これ

は高知県の例ですけども、年間１カ月の雇用中断です

ね。この点について総務省に問い合わせをしてます。

その結果、ことしの３月に総務省は、再度任用を行う

ことで継続雇用可能であるということを総務省が答弁

して、１カ月の雇用中断は必要ないということで、既

に実施をされたという、いわば先例があります。ぜひ

これはもし承知でなければ、照会なりお調べいただい

て、年間の12カ月働けるのを１カ月休ませると。いわ

ば酷な中にも酷な内容だと思うんです。そういう点で

は照会なり調査をして、しかるべき対応をすべきだと

思うんですが、お聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  弾力的な回答があったと

いうのも私は承知してますが、市長からの答弁は、い

ずれ地公法のみ一応例として挙げました。現実問題と

しますと、いずれ１カ月の妥当性については、ちょっ

と私も確固たる意見は持ってませんけれども、例えば

共済組合法、それから退職手当組合、それから条例、

これは自治法によっていわゆる１年を超えますと、定

数条例にもカウントします。そのような関係もござい

まして、単純に臨時職員を１年を引き続き任用するこ

とは可能だと、そういうふうなことだけとって、いず

れ１年を超えて任用を可と、そういうふうに私はちょ

っと判断はできない。そういうふうな観点からご答弁

申し上げてるところです。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  総務部長の判断ということ

で今言われましたけども、いわゆる総務省が問い合わ

せに対して、継続雇用は可能であるということで既に

実施をしてる自治体の例もあるわけですね、ご承知の

とおり。もしそれができておって、久慈でできないと

いうことはないと思うんですね。だから、言われたよ

うに、何点かクリアしなくちゃならない課題があるか

もしらん。それらも踏まえて、この機会に可能であれ

ば、そういう調査検討も加えて対応するということは

すべきじゃないですか。いかがです。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  先ほどのご答弁と繰り返

しになるかもしれませんけれども、いずれそれについ

ては関連の制度、これについてクリアしなきゃならん

と。つまり定数にまず入るよと。それから、いずれ共

済組合、それから退職金も支払うような状態にしなき

ゃならん。つまり普通の職員を採用するのと変わらな

い状態になります。我々ちょっと後でまた小野寺議員

から質問があるかもしれませんが、いずれ先ほど来雇

用関係とか不況の関係でいろいろお話しされてます。

自治体についても非常に影響があるんですが、一つの

また意見があるかもしれませんが、いずれ人件費その

ものを、これがいかなる適正な状態に持っていくか、

これも一つの別な意味での大きな課題、視点なわけで

す。その中において、いかなる職員数が適正であるか、

非常に難しい問題です。そうした中においてまで、そ

してそういうふうなところにそこに踏み込んで、これ

をいわゆる１年を超えて、いわゆる条例定数の中に踏

み込んだ、いわゆる通常の職員の者と変わらない状態

の臨時職員を創出するか。これについては我々はまだ

そこに踏み込む判断に至っていないということです。 
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 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  臨時職員の140名前後です

か、先ほど言いましたよね。公務労働の２割以上が臨

時職員が支えてるんですよ。それに対して、人件費が

かさむから云々では、余りにもひどいじゃないですか。

まさにそういう臨時職員をそういうのの踏み石にして

るというか、やっぱり再考すべきですよ。その問題。 

 それから、この３年の雇いどめ、より多くの方に広

く採用の機会を設けたいんだと。これも見方によって

いろいろ出てくると思うんです。就労の機会を広くっ

ても、一つの一時でしょ。同時に保育所の保母さん、

市でもハローワークに応募かけてるでしょ。ところが、

今言った１カ月の雇用中断、あれは３年で雇いどめと

いうことでも、やっぱりなかなかちゅうちょして応募

がなかなかしてもらえないという事情もあるんじゃな

いですか。やっぱりここは、しかも保育士さんでいえ

ば専門性を持ってるわけですね。子育て、臨時でいい

ということにはなんない、基本的には。よしんば10歩

譲ってそれを認めたとしても、それなりのやっぱり経

験を積んだ人にやっぱり頑張ってもらうということは

必要ではないですか。それと、その３年の雇いどめ、

これを延長するという点ではどうですか。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  いわゆる臨時職員の方々

を踏み台にしているというふうなご表現なされました

けども、私らそういう気持ちは全くございません。 

 また一方では、いわゆる議員さんからも、しょっち

ゅう職員の超過勤務とか、そういうふうな解消問題に

ついてもいろいろご指摘いただきます。いずれそこら

辺の折衷案として、例えば全員これを正職員化して、

いわゆる公給なり、いわゆるそういうふうな東京とか

大阪並みの給料を払えればそれにこしたことはないと

思ってます、私個人的には。ただ、そういうものでは

市民に受け入れられるかと。そういうふうな観点から

立って、そして事業の選別、それから、その効率性と

かいろんな面からも、久慈市の職員のいかなるべきか、

それが一番いいのがどれかっていうのは、いろんな見

方があると思います。 

 それで今、これがベストとは私申しません。言いま

せんが、今やってるのが我々は精一杯、これがベター

だと思ってやってることなんです。ですから先ほど３

年のことも指摘受けましたけれども、いずれこういう

ふうな代採用の一致において、それから、専門職、専

門性の高いものについては、３年で雇いどめとかそう

いうこともしてませんし、弾力的な運用はしてるつも

りです。基本的な考え方とすれば、原則論とすれば、

昔市議会でも問題になったんですけど、かなり昔です。

いずれ同じ職員の方、同じ方を臨時職員の方を５年も

10年も雇ってることによって、いろんな現場でも問題

が出てたとは言いませんけども、出る可能性があると、

そういうふうな指摘も受けました。それで、その結果

出てきた考え方が、原則的にそれではいろんな方の機

会の均等に与えましょう、市民に対していろんな平等

な考え方で臨みましょうということで、一応の目安と

して３年というのが打ち出されたと思ってます。それ

を踏襲しまして、今原則論として、今３年をおおむね

の目安と、そういうことで内規には付してございます。

したがいまして、弾力的な運用をしてますし、それか

ら私ら、臨時職員の方を踏み台にしてるとか、そうい

うふうな考えは毛頭ございませんので、ご了承願いた

いと思います。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  そうすると、３年での雇い

どめというのは撤廃してると。撤廃というか、それは

弾力的な運用で、延長の措置もとってるんだという理

解でよろしいですね。 

 それから、臨時職員の問題、捨て石、踏み台ね、表

現使いましたけども、結果として、２割以上はそうい

う方々に市の公務が支えられてると。それに対して延

長すれば手当が生じると。だから、現在としてはなか

なかに難しいという答弁をされました。しかし、だか

らってこれでいいわけじゃないんですよ。ぜひそうい

う先進例もあるので、この問題について、やっぱり検

討研究するということだけはいかがですか。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  基本的な考え方を撤廃し

てるとは申し上げたつもりはございません。いずれい

ろんな事態において専門性のあるもの、それから今回

みたいな大災害時、こういうものについては弾力的に

当然運用しなきゃならんと、そういうふうに思ってお

ります。いわゆる保母とかそういうふうな、保育士さ

ん、失礼しました。保育士さんとか、看護師さんとか、
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そういうふうな専門性の高い方、技術のどうしても専

門性の高い方とか、それらについては弾力的に運用は

しております。 

 それから、先ほども申し上げましたとおり、これは

ベストな形態だとは思っておりません。いずれ常にい

ずれ久慈市役所の組織、定員、それからいずれ待遇、

これがどのようなものが本当に望ましいのか、市民の

皆さんから評価を受けてもらえるのか、これについて

は永遠の課題であると、常に研究検討していかなきゃ

ならんと、そういうふうに思っております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  この問題は、あさっての常

任委員会での案件にもあるようですので、その機会に

譲ります。 

 国保税の免除の問題について。いわゆる減免制度、

既にあるんだと。しかし、いわゆる所得問題で、前年

比較での減少等ですね、７割、５割、２割の制度ある

と。減額はあっても、免除そのものではないんですよ

ね。なかなかにして。 

 それで、先ほど登壇して言いましたように、例えば

所得なし、あるいは所得33万円以下ということになり

ますと、所得なしでいえば、収入で年間65万以下なん

ですよ。あるいは所得33万円以下というと、給与収入

で98万円以下ですよ。そうなると、やっぱり98万とな

れば、２人世帯でも収入の面だけから見れば、生活保

護基準以下の収入だってことになるんですよ。 

 そこで、こういう人たちについても、減額制度はあ

るという説明はされると思いますよ。しかし、納税相

談に来られたとき、あなた方から見たらば、この人は

申請すれば生活保護を受けられる階層だということは

わかりつつも、それは教えないで、納税の督促を市民

にするわけですか。その点どうですか。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  国保税についてのご

質問でございます。減免につきましては、先ほど市長

からご答弁申し上げておりますように、減免制度でも

って対応していきたいということでございますが。当

市の減免の状況等についてでございますけども、22年

度で見ますと、調定額に対する減免額の割合を出しま

すと、減免率では13市の中でトップということになっ

てございます。また、生活保護基準世帯につきまして

は、応益割の７割、５割、２割、先ほど議員もおっし

ゃいましたとおり、いずれかの適用基準範囲だという

ことになります。 

 それで、当市の軽減世帯の割合でございますけれど

も、これ７割、５割、２割軽減の合計で申し上げます

と、これも22年度の数値でございますが、54％という

ことになってございます。他市町村と比べますと、減

免率が高い状況にあるというふうに認識をしておりま

す。したがいまして、引き続き現行制度を維持してい

きたいと。 

 それから、納税に困った場合には、早目にご相談を

いただければ、個々のケースに応じてご相談に応じて

おりますので、そういうことでご理解をお願いしたい

と思います。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  対応のあれについてはわか

りました。私が聞きたいのは、公務員は職員は市民の

公僕として使命ありますよね。その公務員が、この生

活保護の基準以下の収入しかない世帯が、短期保険証

をもらうために納税の相談に来て、その際に、あなた

方はわかるわけですね。データを持ってるんだから。

この人は申請すれば生活保護の対象になるよなと思い

つつも、減額は説明をして、何とか納めてくれません

かというような対応をするんですかっていうのを聞い

てるんです。それはどうなんですか。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  ただいま、また国保

についてのご質問いただきました。それで、その生活

保護に該当する人に対して、督促するのかというよう

なご質問でございましたが、それについては個々の

ケース・バイ・ケースで福祉との連携もとってまいり

たいというふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  福祉との連携、ぜひお願い

したいし、もう一つは、実は、かなり前から隣の秋田

県では、県が音頭をとって、この制度を市町村に推奨

してるんですよ。あそこは25自治体中22自治体中で既

に実施をしてるんですよ。少なくともその秋田の例を

調査するということにはなりませんか、お聞かせくだ

さい。 

 次に、この入札問題についてお聞かせをいたします。 
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 実は99％というのを、あと零点何％か多くなると失

格なるんでしょ。久慈市は数年前から要するに粗悪工

事を防ぐということで、最低制限価格も設定をして、

良質な工事をしていただくという制度を設けてますよ

ね。この99％台というのは、たまたまかもしらんけど

も、実は４分の１近くの件数でそれが出てるんですよ

ね。 

 私は、もしそうだとすれば、大体の業者の皆さんも、

予定価格、大体計算すればわかるという状況であれば、

既に岩手県が実施してるように、予定価格の事前公表

なんかもやっても差し支えないのではないかという思

いすら持つんですが、その点いかがでしょう。お聞か

せください。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  国保の先進地につい

て調査する考えはないかということでございますが、

現行制度は維持してまいりますけれども、そちらにつ

いても研究はしてみたいというふうに思います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  入札問題の解釈について

ご質問いただきましたけれども、いずれ九十九点何％

が異常だというご表現でございます。 

 それで、まず、100超えたら失格というふうな表現

なされましたけれども、いずれそれを超えればいずれ

落札できないということです。単純にそれだけのこと

ですが、いずれ予定価格、いわゆる請負率と違いまし

て、予定価格に対する落札率でございますので、いず

れそれからの、ぜひご理解いただきたいのは、これは

全て大体１回で全部99とか100にいってるわけじゃご

ざいません。当然１回目で落ちない入札会あるわけで

す。そうなると、例えば先ほどご指摘いただきました

ように、100％超えた参加業者がいらっしゃって、そ

れがだんだん100に近づいてくる。そうすると限りな

く100に近い数字で落札と。３回目とかには100に近い

数字で落札するわけです。 

 それから、最低制限価格の話もご指摘いただきまし

た。いずれ最低制限価格とそれから予定価格、これの

間を考えると、おおむね幾らとは言いませんけれども、

非常に幅狭いんです。その中でいくと、いずれ95がお

かしいとか、99がおかしいとか、私そういうふうなち

ょっと理解をどうしてもできません。いずれにしろ、

いずれ請負率に対しても100だとか何とかっていうの

であれば、それはまた意味が違うかもしれませんけれ

ども。 

 それで、今の話で予定価格の事前公表したらどうか

というふうな最終的にご質問でございます。いずれこ

れにつきましても、この件の質問いただいたときには、

条件つきの入札等のいろんな私らシミュレーションか

けたり、研究検討してるんですけれども、それらにあ

わせまして今の段階で、直ちにいろんな入札、いろん

なのありますので、こまいことは申し上げませんけど

も、今の段階ではまだ事前公表には至っていないと、

そういうふうにするというふうな結論に至ってないと

いう段階でございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  最低制限価格と予定価格と

の幅は狭いって今言われましたけども、実はいただい

た資料の中でも、数千万規模の工事で落札率74％もあ

るんですよ。ですから、結構、私、最低制限価格と予

定価格の間っていうのは狭いもんではなくて、結構広

いもんだなっていう受けとめ方をしたんです。 

 そこで、やはりこれは先ほど職員の給与の問題で、

市民の理解が果たして得られるのかという話もされま

した。私はこの問題でも、やっぱり99％台っていうの

は、果たして市民の理解が得られるのかというのを私

は逆に言いたい。やはりこの点も、あなた方も検討加

えてると言ったんだから、条件つき一般競争入札の採

用も含めて、やっぱり今こそ改善に向けて検討加えて

成果を出すべきじゃないでしょうか。改めてお聞かせ

をいただきたいと思います。 

 それから、時間もあれですから、介護保険制度の問

題で施設整備に向けてグループホーム、久慈と野田で

すね。それから、小規模特養を久慈市に出されました。

そこで、この中で待機者、早期入院が必要な人42名、

在宅で104名いますね。これは解消に向けての先ほど

言われたので、ベッド数で何床ふえるんですか、って

いうのが１点。 

 それから、これはなかなか難しいと思うんですが、

施設整備をする。ベッドをふやす。しかし、待機者も

追いかけっこみたいなもんですね。ふえてるっていう

状況が現状だと思うんです。そういう点からすると、

この５期計画でのベッドが幾らですね、果たしてそれ

をこの５期の27年度までですか、の中で、それでもう
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追いつかない状況が出てくるのではないかという先の

見越しもして対応もあってしかるべきだと思うんです

が、その点も含めてお聞かせいただきたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  まず、異常ということで

すけれども、異常という認識は持ってませんので、そ

れは認識の相違だと思っております。 

 それから、市長からご答弁申し上げましたとおり、

検討していくつもりじゃなくて、いってます。それで、

例えばの例として一つだけ申し上げますけど、条件つ

き入札、これを例えばうちで執行した場合、久慈市で

執行した場合も、私、当然名簿登載要件、それから地

域条件、これ絶対課さなきゃいけないと思ってます。

そういうふうになると、結果的に端的にシミュレーシ

ョンした場合、いろんな登載の上でのいわゆる審査は

あるわけですけれども、その中において今度はいつも

小野寺議員さん方がおっしゃってる、いわゆる１社に

集中していきはしないかと、いわゆるですね。例えば

市内に限定した場合でも、それから管内に限定した場

合も、いずれこれは全ての業務をとるとは言いません

けれども、いずれ力のあるところ、そこの業者が下手

に条件つき入札で市内でやった場合ですよ、そういう

ふうな可能性もないわけではないだろうと、そういう

ふうなこともいろいろ考えてます。いずれにしろ、市

長からご答弁申し上げましたとおり、いずれ研究検討

は進めてまいります。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  介護保険についてお答

えを申し上げます。 

 ５期計画で久慈管内での施設の整備計画でございま

すが、先ほど市長のほうからご答弁申し上げましたベ

ッド数でございますけども、久慈市におきましては小

規模特養29床、それからグループホームは１ユニット

でございますので、９人。それから、野田村でグルー

プホーム１ユニット９人。洋野町は小規模多機能ホー

ムの定員増でございますので、ベッド数という捉え方

ではございません。 

 それから、この待機者に係るこの早期入所者等の考

え方でございます。本年３月時点での早期入所必要者

が42人という調査になってございます。それから、入

所希望者のうち在宅での待機者が104人という数字で

ございます。これはご説明しましたとおり、本年３月

現在の調査数値でございます。 

 これに対しまして、第４期計画、それから第５期計

画の前倒し整備というのもこれまで進めてきていると

ころでございます。本年４月以降に新たにオープンし

た施設が多々ございます。その内容も若干紹介させて

いただきます。 

 ５期計画の前倒し整備の中で、本年４月に久慈市で

グループホームが２ユニット、旭町地区に整備されて

おります。それから、小規模多機能ホームが１施設で

ございます。それから、洋野町におきましては、小規

模特養１施設、これ29床でございます。それから、小

規模多機能ホーム１施設、グループホーム２施設、そ

れから野田村でも本年４月以降、小規模特養１施設29

床でございます。それから、グループホーム１施設。

それから普代村では、既存の特養の増設30床がござい

ました。 

 こういうふうに施設整備を前倒しをしながら、整備

に努めてきてると。このことによりまして、この早期

入所の必要な方42名という数字だけをとりますと、こ

れをクリアする数字にはなるわけでございます。ただ

一歩、今議員さんからもご指摘ございましたとおり、

この待機者あるいは入所が必要な方っていうのは、

日々変動していくという状況もございますので、計画

的な施設整備等々については図っていかなきゃならな

いと。ただ、これにつきましても、この介護保険制度、

当然の施設整備が進みますと、サービス料がふえるこ

とですので、今度財政に与える影響っていうのも多々

ございます。こういった視点等も捉えながら、計画的

な施設整備に取り組んでいく必要があるというふうに

捉えているところでございます。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  広域環境組合の問題につい

て、副管理者である市長にぜひお聞きをいたしたいと

思います。 

 実は、平成20年の６月に、環境省がごみ処理基本計

画策定指針なども出しております。ここでは、この計

画の段階、計画策定の段階ですね、あるいは計画が決

まった段階でも、それぞれ策定の趣旨、目的、目標

等々について、住民や事業者に対してきちんと説明を

し、理解と協力を得るよう努めるものとするという、

いわば当然のことですが、計画の策定や実行に当たっ
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ては住民にちゃんと説明をして、理解と納得を得るよ

うに努力しなさいということをわざわざうたってるん

ですね。 

 ところが、この北部組合の対応を見ますと、私、先

ほど登壇して指摘しましたよね。人件費700万ってい

うのは、野田村の副村長さんの給料と同じなそうです。

これ果たしてどうなんだということを質問したのに対

して、まさにこうなんですよ。試算するに当たり、付

与条件として設定したものです。これだけなんですよ。

まさに禅問答以上にわからない。恐らくここにおられ

る議員の皆さんも当局の皆さんも、これだけじゃわか

らないと思うんですね。こういう回答はなされました

けども、こういう対応ではとてもじゃないが話になら

んと思うんですね。 

 そこで、残念ながらこういう状況なんで、副管理者

である市長としても、やっぱりもう少しきちんとした

丁寧な対応すべきではないか、いうことは言ってしか

るべきだと思うんですが、その点お聞かせください。 

 あわせて、この県の広域化計画の中でもうたってる

んですね。これはことしの９月11日付の資源循環推進

課で出した文書見ますと、やっぱり広域化計画の目的

は、環境負荷の削減やコストの低減、これが目的だと

明確にうたってるんですよね。ところが、私がさっき

指摘しましたように、人件費等700万を、現行300万台

ですから、これを改善しただけでも、まさに節減どこ

ろか、経費増になるではないかということを指摘して

るんだけども。これは市長も先ほど答弁で言われた、

あらかじめきちんとした精査したものを出さないと、

それを要求して、ことし３月から私言ってますよ。半

年になっても、こういう回答にとどまってるというこ

とについて、改めて市長からの所感を求めたいと思い

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  北部環境組合にかかっての

ご質問でありますので。いずれ久慈市も構成の一員で

ございます。先ほども市長からご答弁を申し上げてお

りますけれども、北部環境組合に対しては、この部分

を含めながら、実態に即した試算を今後求めていくっ

ていうふうなことでございますので、その辺はご理解

をいただきたいというふうに思います。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  繰り返しませんが、質問に

対しての回答、まさにこれも適切かどうかわからんけ

ども、木で鼻をかんだような答弁ですよ。回答ですよ。

しかし、いまどき、こういう対応でいいはずはない。

副管理者である久慈市長としても所要の会議があるで

しょう。その際にはぜひ一言あってしかるべきだと思

うんですが、いかがでしょう。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

○市長（山内隆文君）  先ほども答弁申し上げたとこ

ろでありますが、実態を踏まえた試算を求めるという

ことを答弁させていただきました。そのことは必ず実

行に移したい、また移していくということであります。 

 なお、当時、計画策定途上段階で示されていたさま

ざまな前提条件等というものがかなり変化してきてい

るというふうにも捉えております。例えば最終処分場、

これに関しては県がつくるのだという前提といいます

か、そういった動きもあったわけです。ところが、そ

の後において最終処分場については民間がつくるとい

う動きがあるというようなこと等を理由に、県が最終

処分場はつくらないというようなふうに変化をしてい

った。さまざまな環境の変化、前提条件の変化等々も

ございますので、いずれ最終的に申し上げれば、先ほ

ど来申し上げておりますとおり、実態を踏まえた試算、

これを求めていくということになります。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  関連して質問させていただき

ます。 

 第１点は、今の北部組合のことですが、当局から、

実態を踏まえた試算を求めていくという答弁がありま

した。ということは、今まで示されてきた数字とか、

さっき試算してきたのは付与の資料とか、そういった

形の答弁あったんですけども、今まで今日まで説明し

た中で、これから実態踏まえた数値を求めていくんだ

と。既に動いてて、建設に向かって動いているわけで

すよ。この時点で私どもはおかしいということから、

直接出向いて申し入れをしたわけです。その結果が、

極めて不真面目な、しかも、管理者宛てに出した回答

が事務局長名ですよ。そんなやり方は私はおかしいと

思うんですよね。 

 そういった点でこの点は、いずれ組合が設立をされ

て、もう動いてるわけですよね。動いてる中でも今の

答弁ですよね、私たちが指摘した数字が、今まで架空

の数字で示してきたことの証左じゃないか、そうする
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と。これはやはりコストも削減なんだと言いながら、

逆にコストがかかるんだということが私たちの説明で

明らかになってる中で、まさに県の広域化計画に反す

る状況にもなってるわけで、これはやはり久慈市も当

然かかわってこの組合をつくってるわけですから、一

時中断なりして、再検討を図るということも含めて検

討してもらわないと、私たちに示してきた数字が、実

際の数字じゃなかったということを今示したわけです

から。きちっと私は今の時点で進行中断をして、きち

っとした数字を出した上で私は進めていただきたいと

思うんですが、その点どうですか。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  試算の問題でありますけど

も、これはこれまでいろいろこの手の議会の中でいろ

いろ議論をされてきたわけでありますが、いずれ今城

内議員がおっしゃいましたけども、県の広域、県計画

に反するっていうことではなくて、その計画の中でい

ろいろ取り組み、進んできたわけです。 

 試算というのは、ここで中断を求めるということで

はなくて、いずれ事務局長の回答書を見た上で、やっ

ぱり現実に即した、例えばこれは久慈広域管内の久慈

広域連合の構成市町村とも十分に協議をしなければな

りませんけれども、例えば今久慈広域連合で運営して

る施設等とも現状に合わせた試算というのもやはり必

要なのかなというふうなことは思ってますので、そこ

んとこ各構成、久慈広域連合管内の構成市町村等とも

十分に話し合いをしながら試算をするっていうふうな

ことでございます。それで、その結果を踏まえて、も

し北部環境組合のほうで試算した部分をそこを照らし

合わせながら、今後どういうふうな施設整備を進めて

いけばいいのかっていうことは、その後の問題だとい

うふうに捉えてますので、いずれ当面現状に即した試

算をいずれ進めたいということでありますので、その

点についてはご理解をいただきたいというふうに思い

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  いずれ実態に合わせた数字を

出していくんだということですが、それは急いで出し

てください。そして、今、この間の会議でも出た、前

の議会でもあったように、やり方についても管理者会

議で用意して、そのやり方も一歩出てるわけですよ。

方式をですね。そこまでいってる中で、今の時点でこ

れから実態的な数字を出していくということですから、

いずれそれをきちっと早く出して、私どもにきちっと

して示していただきたいと。そうでないと、私は進め

ていかんというふうに思うんで、そこを要求しておき

たいと思います。 

 次、処分場の見解で、落札率の関係99％は異常だと

思ってないという答弁あったとこですけど、実はこの

全国市民オンブズマン連絡会議では、落札率が95％以

上のものについて、談合の疑いが極めて強いという判

断基準を設けてるっていうふうにあります。まさに久

慈市のこの入札実態は、全国市民オンブズマンの対象

になり得る実態があるんじゃないですか、この判断基

準から言うと。99％が４分の１以上もあって、それに

全然異常だと思ってないという認識ですが、このオン

ブズマンの判断基準については皆さんご承知だったで

しょうか、お聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  オンブズマンの判断基準

についてまで私承知しておりません。いずれオンブズ

マンがいわゆる国の団体とか公的な団体でこうしなさ

い、国会でそういうふうなこれがもうそうだっていう

のであればそうかもしれませんけれども、いずれオン

ブズマンで95が異常だからといって、私どもも久慈市

がすぐ異常だというふうに、そうですというふうなわ

けにはいかないと思ってます。 

 先ほど小野寺議員にも申し上げましたけれども、い

ずれ95云々というふうな数字ばっかり申し上げますけ

れども、いずれ、ですから100のうちの95、結果的に

はそうなんですけれども、いずれ最低制限価格からの

幅にいくと、必ずしもゼロから100の話ししてるわけ

じゃないんです。 

 それから、30％、40％の話なさってますけれども、

それが一発目で１回目でそこにいったというふうなわ

けでもないんです。 

 それから、オンブズマンの話なされまして、いずれ

いかにもそれが談合だみたいな話は、私ちょっとそう

いうふうな認識にはどうしてもいけません。いずれ市

内の業者にしろ、業者の皆さん方も一生懸命競争して、

できるだけ自分らの積算能力も高めまして、そして努

力の結果としての数字だと思ってますし、そこにそう

いうふうなお話をなさるのであれば、それはそれで調

査なさればそれでよろしいのじゃないかなと、そうい
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うふうに思ってます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  私はご存じですかと聞いたわ

けで、知らないということですから、知らない中での

今のお話ですから、わかりました。知らないというこ

とですね。 

 それで、この条件つき一般競争入札の県内の状況見

ますと、盛岡市は１億円以上、宮古市は130万以上、

北上市は2,000万以上、遠野市も１億円超え、一関は

1,000万円以上という形で、市段階でも13市のうち５

の自治体が導入してるわけですね。先ほど市長答弁で

は、一部導入を考えるかという答弁あったんですが、

そういった点でやっぱり他市でもこういった形で改善

を図りながらやった部分があるわけですから、その条

件つき一般競争入札の導入についても早急に検討すべ

きじゃないかと思いますが、お聞かせいただきたいと

思います。 

 それから、水道の耐震化の関係です。 

 先ほど答弁では、簡易水道の川井・小国の地域につ

いては簡易水道関係でやれるということですが、これ

まで簡易水道、宇部簡水も含めて、そうしてやってる

わけですけども、こういった簡水については依然とし

て耐震化が進んでないと思うんですが、いわゆる老朽、

石綿管を改修するときに耐震化を図っていくことにな

ろうかと思うんですけど、既にやった分については補

助制度もきちっとあるのかどうか、その点で対応して

いくのか。 

 それから、いわゆる上水道について、送水管９％と

いう状況ですけども、恐らく上水道については石綿管

が、あるとこはないと思うんですけども、そういった

点では全て一旦石綿管から変えた後のさらにそれの耐

震化ですから、その点の計画はどのようにつくってい

こうとしているのか。これはやはり計画を決めないと、

全国の31％の平均まで当然いってないし、浄水場が

19.4、配水池が19.0、送水が９％という状況にあるわ

けですが、これをどういうふうに耐震化を図るための

計画を考えているのか、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

 それから、通学路の危険箇所17カ所、教育長から先

ほどありました。これ教育委員会、生活環境課と関係

警察等と話し合ってきてるんだということであります。

交通安全施設についてと公安委員会が基本的に実施団

体というんですかね、なるわけです。そういった意味

で、本当になかなかこれらの信号機についてもなかな

かつかないということで歯がゆい実態があるわけです。 

 そういった中で、国、文部省が調査をさせて、そし

て実態を集めて、そしてそれぞれの地元に対策を立て

させたと。そこまではいいんですけども、実際具体的

に前に進むかどうかってとこが問題なんですね。その

進め方について、ただ警察を通じて上げればいいとい

うことだけではなかなか進まないと思うんですが、教

育長、教育委員会とすれば、迅速にやっぱり17カ所一

回にやれとは言わないけども、その優先順位があるか

と思いますけども、どの順番で、どうやっぱり早期に

実施させていくお考えなり持っているのか、お聞かせ

ください。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  先ほど来ご答弁申し上げ

ましてるとおり、入札につきましては条件つき入札、

これにつきましては検討していきたいと、そういうふ

うに考えてるところです。 

 なお、23年度の入札の適正化実態調査結果によりま

すと、現在、本格導入、県内では、盛岡市さん以下６

市町、それから試行中が花巻市さんと２市と捉えてい

るところです。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは、水道の耐震化

の今後の状況ということでお答えいたします。 

 まず、管につきまして、これは耐水管でございます

けども、この耐水管は導水、そして送水、配水管、こ

れによります耐震型の継ぎ手の部分、この部分を有し

ているダクタイル鋳鉄管であるとか、鋼管であるとか、

水道用のポリエステル管であるとかというのが対象に

なってございます。 

 それで、送水管についての９％、先ほどお話ありま

したが、これにつきましては全体は32.8キロメートル

ほどに対して、2.95メートルで約９％になっていると。

導水管、配水管等についても、これを合わせますと、

全体で50キロほどに対して、耐震化の延長は８キロほ

どとなってございまして、16.2％の状況になってござ

います。 

 それで、この耐震化につきましては管のみでなく、
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浄水場でありますとか、それから配水池、これらも含

まれてきます。先ほどご質問にあった簡易水道の件も

ございます。そういったものを合わせていきますと、

今現在捉えておりますのは、浄水場で約19.4％の耐震

状況になっていると。これは白山浄水場が建設された

のが43年、54年という古い構造になってございます。

そういった意味でこういうふうな数値になってござい

ます。失礼しました。田高については、平成17年に更

新してございますので、これは耐震化の施設として扱

ってございます。 

 それから、配水等につきましても、白山配水池、そ

れから巽山配水池等については、これも昭和40年、50

年の初めの施設でございますので、耐震化はしてない

状態でございます。川代、平沢等については、耐震化

の施設として取り扱ってございます。それら全部こう

いうふうな耐震化の状況が低い状況にありまして、前

に、前といいますか、市長からご答弁申し上げました

とおり、いずれこれらの施設を更新していかなければ

ならないということで、久慈市水道事業の基本計画に

沿いまして、いずれこれの実施に向けた計画を作成し

ていきたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  通学路についてでござい

ますが、文科省に報告した17カ所につきましては、先

ほど教育長から申し上げたとおり、関係機関等に要望

しているところでございまして、久慈警察署あるいは

道路管理者からの対策の今回答といいますか、を待っ

ている段階でございます。したがいまして、その回答

を受けて、さらに全部が対応できるとはなかなか難し

いとは思いますが、その回答を受けて、またさらに強

く要望してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  今水道の関係について計画を

作成をしていくんだという答弁ありましたが、この作

成時期、いつまでに作成をしていくのか。そして、当

然基本計画ができたとすれば、それに基づいて作成し

ていくわけですけども、その耐震化の達成の時期をい

つごろまで考えて、まだそこまで考えてないのか。考

えるとなるとすれば、いつまでにこの作成計画を、基

本的に耐震化のための計画の作成はいつまでにできる

のかということをお聞かせください。 

 それから、今次長から回答を待ってるんだというこ

とですが、回答の期限はいつに予定あるのか。そして、

そうすると回答が来て、まさに教育委員会で検討して、

さらにまた関係者と協議ということになろうかと思い

ますけども、そういった点での手順といいますか、回

答の時期は来年なのか、ことしじゅうなのか。ことし

８月にやってますから、年内なのかですね、その点お

聞かせいただきたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  ただいま交通安全施

設のご質問いただきました。回答はいつなんだってい

うことでございますが、一応10月にはそれぞれの機関

に通知したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  耐震化の今後の計画の取

りまとめというふうなことでのご質問でございました

が、いずれ先ほどご説明したように、非常に今耐震を

していかなければならない施設があります。そして多

額を要します。そういったことから、まずは来年度か

ら準備に向けての作業は進めてまいりたいというふう

には思います。その事業実施については、その計画、

それから予算の関係ございます。そういったものを十

分に把握しながら進めていかなければならないという

ことで、いつの時点というか、早急にはなると思いま

すが、今の時点ではちょっと何年から事業着手という

ことには、今答弁できないという状況でございます。

よろしくお願いします。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  いつごろまでに作成ができる、

やるつもりなのかということですよ。耐震化の計画の

策定はいつまでに終わるのかと。絶対いろいろありま

すよ。さっきの浄水場もあるし、配水池もあるんだと

いうことでしたから、送水管、配水管ありました。だ

から、全体をどうしてかという計画を作らないと前に

いかないわけだから、その計画はいつまで頃につくる

のかと、年度内か、来年なのかというあたりを含めて

お聞かせください。 

 それから、もう一点、10月に回答あるということで

す、次長。そうしますと、それに対応する年内に一定

の対応が必要だと思いますので、その回答を受けて、
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12月議会もありますので、しっかりした対応をしてい

ただきたいと思いますので、お聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは、調査の期間の

ことでございます。先ほどお話ししたように、この耐

震の状態を調査しなきゃなんないというのからスター

トしていかなければなりませんので、それにどの程度

今かかるかというのは、ちょっと試算しておりません

ので、ご理解いただきたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  通学路の安全に関してでご

ざいますが、先ほど申したように、10月までにその検

討結果について出てくるわけでございますが、それら

を踏まえながら、いずれ先ほどお答えしたとおりでご

ざいまして、通学路の安全対策、万全を期してまいり

たいと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

 次に、公明党、山口健一君。 

    〔公明党山口健一君登壇〕 

○９番（山口健一君）  第８回定例会に当たり、市長、

教育長並びに農業委員会会長に一般質問を行います。 

 東日本大震災から１年半余り、復興のつち音が聞こ

えてきた中、当面する市への諸課題について質問を行

います。前の質問者と重複する部分もありますが、割

愛せずに、通告に従い、順次質問いたします。 

 質問の第１は、職員の適正配置についてであります。 

 東日本大震災の復興が進む中で、市職員の中でも、

特にも技術系職員の不足が報じられています。今議会

に職員の定数改正条例が提案されています。復旧・復

興がスムーズに進むためにも、職員の適正配置が求め

られると思います。当市の状況についてお伺いいたし

ます。 

 ２番目の質問は、公共施設の管理についてでありま

す。市で管理してる公共施設の建築物の中には、耐用

年数が近い建物もあると思います。財政状況が大変な

中、建てかえも厳しい状況にあると思います。そこで、

建物の長寿命化でコスト削減を図るべきと思いますが、

今後の当市の取り組み方についてお伺いいたします。 

 ３番目の質問は、防災無線の難聴対策についてであ

ります。この問題については、今までも多くの議員か

ら質問があり、特にも災害時など防災無線の果たす役

割は大きく、難聴対策については万全を期すべきと思

います。しかしながら、いまだに難聴地域があると聞

きます。対策をどのように考えているのか、お伺いい

たします。 

 ４番目の質問は、町内会等の組織強化についてであ

ります。市長は就任当初から、市民協働のまちづくり

を提唱し、進めてまいりました。そこで、町内会組織

の強化が求められていると思います。市の公共施設の

管理など、町内会にＮＰＯ法人の資格をとらせるなど

して、町内会の組織強化を図り、協働のまちづくりを

推進すべきと思いますが、考え方についてお伺いいた

します。 

 ５番目の質問は、再生可能エネルギーについてであ

ります。原発事故をきっかけに、再生可能エネルギー

が推進され、岩手県や市でも住宅の太陽光発電に補助

しております。しかしながら、なかなか復旧が進んで

いないと思います。周知の徹底や補助拡大など、支援

策をどのように考えているのか、お伺いいたします。 

 ６番目の質問は、特別養護施設の待機者についてで

あります。第５期介護保険事業計画により、特別養護

老人ホームや多機能型グループホームが整備されてき

ていますが、まだまだ待機者が多くいると聞きます。

当市の現状についてお伺いいたします。 

 ７番目の質問は、特定健診についてであります。特

定健診の受診率の向上を目的として、受診料を無料に

しましたが、受診率の向上が見られるものの、30％台

と聞きます。受診率の向上対策をどのように考えてい

るのか、お伺いいたします。 

 ８番目は、農業行政について３点お尋ねいたします。 

 １点目は、夏の異常高温についてであります。この

夏の猛暑で、野菜や酪農家など大きな影響を受けたと

聞きます。被害状況と支援策をどのように考えている

のか、お伺いいたします。 

 ２点目は、圃場整備内の農道ののり面崩壊について

であります。大川目地区圃場は整備されて間もないわ

けですが、圃場地区内の農道ののり面の崩壊が見られ

ます。対策についてお伺いいたします。 

 ３点目は、大川目地区圃場内の農道の舗装について

であります。大川目地区の圃場の完成や畑の農道が改

良舗装されたことにより、交通量も増加し、路面の損

傷もあります。改良舗装が望まれていると思います。
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整備の考え方についてお伺いいたします。 

 ９番目の質問は、グループ補助についてであります。 

被災した企業の再生を目的に、グループ補助が導入さ

れ、この５月で申請が終了したと聞きます。グループ

補助の不採択が多くあったと聞きますが、当市の現状

についてお伺いいたします。 

 10番目の質問は、雇用状況についてであります。復

興が進む中で、建設業などを中心に雇用状況も少しず

つ改善していると聞きます。しかしながら、雇用のミ

スマッチが生じているのではないかと仄聞いたします。

雇用の現状をどのように捉えているのか、お伺いいた

します。 

 11番目の質問は、観光振興についてであります。Ｎ

ＨＫの連続小説「あまちゃん」の撮影も本格的に進ん

でいくと思います。今久慈市を内外にアピールする絶

好の機会だと思います。そこで、連動した観光振興を

どのように考えているのか、お伺いいたします。 

 12番目の建設行政について２点お尋ねいたします。 

 １点目は、建設業者の入札不調についてであります。

復興が進む中で、建設技術者の不足や資材不足、資材

高騰などにより、入札を辞退する業者もあると聞きま

す。当市の状況について、また、今年度予算執行に影

響がないかお伺いいたします。 

 ２点目は、災害復興住宅についてであります。自力

で住宅を再建できない被災者の住宅の受け皿として、

災害公営住宅整備が必要だと思います。整備の考え方

についてお伺いいたします。 

 13番目は、教育行政について５点お尋ねいたします。 

 １点目は、いじめ対策についてであります。いじめ

問題につきましては、前の登壇者が全員取り上げてお

り、それだけ重要な問題だと思います。滋賀県大津市

の中学生の自殺は、国内で大きな問題になりました。

そこで、当市の教育委員会の認識について、また、い

じめ対策にどのように取り組んでいるのか、お伺いい

たします。 

 ２点目は、通学路の安全点検についてであります。

子供たちの通学などの安全を守るために、全国的に通

学路の安全点検が行われたと聞きます。当市ではどの

ように取り組んできたのか、お伺いいたします。 

 ３点目は、競技スポーツの強化策についてでありま

す。ご存じのように、この夏はオリンピックや夏の甲

子園大会など、スポーツの魅力を十分感じた夏ではな

かったかと思います。また、久慈中野球部の全国大会

出場は、特にも子供たちにとって大きな自信につなが

ったと思います。そこで、岩手国体を目前に控えた競

技スポーツの競技力向上が重要になってくると思いま

すが、具体的取り組み方についてお伺いいたします。 

 ４点目は、久慈城整備についてであります。この問

題につきましては、さきの小倉議員からも質問があっ

たとこであり、去る９月20日、久慈城主久慈備前直治

公以下８将の追悼慰霊の法要がとり行われ、岩手大学

名誉教授の記念講演など聞き、改めて歴史の深さを知

ることができました。久慈城の整備が必要と感じまし

た。しかしながら、地権者の理解が得られないなど、

厳しい状況にあります。いろんな手法を用いて取り組

むべきと思いますが、考え方についてお伺いいたしま

す。 

 ５点目は、中学生の武道必修化についてであります。

中学生の武道必修化が本年４月から行われております

が、現状と問題点についてお伺いいたします。 

 最後に、農業委員会会長に農業委員について質問い

たします。荒澤会長は農業委員会会長として、３期に

わたり、市農業振興に尽力されてきたことに対し、心

から敬意と感謝を申し上げます。 

 現在、農業委員会の委員の選挙は、山形久慈選挙区

で行われております。最近は辞退者が出るなど、無投

票が多くなっていると聞きます。定数の見直しなど、

基本的考え方についてお伺いいたします。 

 以上で、登壇しての質問を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  公明党、山口健一議員のご質

問にお答えをいたします。 

 最初に、職員の適正配置についてお答えをいたしま

す。復興が進む中で、増加する事務量に対応するため、

昨年度は青森市から土木技師、建築技師、それぞれ１

名の職員派遣を受けており、今年度も建築技師１名の

派遣を受けております。さらには、今年度４月１日に

土木技師２名、建築技師２名を新規に採用し、技術系

職員の増員を図ったところであります。 

 なお、復興事業が本格化し、加えて、地域主権改革

一括法等に伴う事務が増大する見込みでありますこと

から、今後におきましても新採用あるいは臨時職員の

雇用等により、職員の適正配置に努めてまいりたいと
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考えております。 

 次に、公共施設の管理についてお答えをいたします。 

 市が所有している公共施設のうち、築30年以上の建

物は、全体の約４割を占める状況にあり、今後の老朽

化に備え、計画的な維持補修による長寿命化を図る必

要があると考えております。 

 市政改革プログラムにおける公共施設の管理運営の

適正化には、公共施設補修建てかえ計画並びに公共施

設保全マニュアルの策定を位置づけているところであ

り、現在、各公共施設の基礎データの整理を終えたこ

とから、これらのデータの分析、活用により、両計画

等の策定を進め、効果的かつ効率的な維持管理を進め

てまいりたいと考えております。 

 次に、防災行政無線難聴対策についてでありますが、

昨日の政和会代表、小倉議員にお答えいたしましたと

おり、地域の実情等を考慮し、難聴対策に努めてまい

りたいと考えております。 

 次に、町内会等の組織強化についてお答えをいたし

ます。 

 町内会等の運営につきましては、市内の各地域がそ

れぞれの個性を発揮し、活力ある社会を創出するため、

自主的に取り組んでいただいているところであります。 

 市といたしましては、これまで町内会等の組織強化

や運営につきまして、地域コミュニティ振興事業等に

より支援してきたところでありますが、引き続き、町

内会等のニーズに応じて、必要な支援を行ってまいり

たいと考えております。 

 次に、再生可能エネルギーについてお答えをいたし

ます。 

 市の住宅用太陽光発電システム導入促進事業費補助

金の実施状況でありますが、９月26日現在で、利用承

認申請40件、補助金交付予定額759万円で、予算額

1,500万円に対し、50.1％の執行予定となっておりま

す。 

 市内の住宅用太陽光発電の新規契約口数につきまし

ては、東北電力株式会社久慈営業所によりますと、平

成22年度は44口、平成23年度は39口であると伺ってお

ります。今年度において、既に40件の補助金利用承認

申請に加え、多くの問い合わせが寄せられております

ことから、今後もさらなる利用拡大が見込まれている

ところでもあり、補助金による推進効果は十分にあら

われているものと捉えております。 

 このことから本補助金制度は、現状のままとしなが

らも、広報等を活用し、周知拡大を図り、さらなる住

宅用太陽光発電の普及促進に努めてまいりたいと考え

ております。 

 次に、特養施設の待機者についてお答えをいたしま

す。 

 入所希望者の現状につきましては、昨日の創政会代

表、藤島議員にお答えいたしましたとおり、市内の特

別養護老人ホームへの入所希望者は、平成24年３月末

現在で230名であり、そのうち早期入所が必要な方が

19名であると、保険者であります久慈広域連合から伺

っているところであります。 

 次に、特定健診についてお答えをいたします。 

 平成20年度から、40歳以上の国民健康保険被保険者

に対して実施が義務づけられました特定健診につきま

しては、平成23年度から無料化を図り、実施しており

ます。受診率につきましては、平成23年度は30.3％と

なる見込みであり、平成22年度と比較し、2.6ポイン

ト上昇してはおりますが、目標受診率の55％を下回っ

ている状況にあります。 

 受診率向上対策といたしましては、健診の無料化や

保健推進委員等による受診勧奨、休日健診の実施、予

約による山形診療所での受診などの対策を講じている

ところであり、さらに本年度は未受診者対策事業とし

て、特定健診を受診しないと回答した方に対し、健康

に関する意識調査を実施し、健診の必要性を訴えると

ともに、電話による受診勧奨及び受診日のお知らせ等

も実施する予定といたしております。 

 また、岩手県国民健康保険団体連合会とも協力連携

し、特定健診のポスターを市内各所に張りつけするな

どの周知を図り、受診率の向上に努めてまいりたいと

考えております。 

 次に、農業行政についてお答えをいたします。 

 まず、夏季の猛暑についてでありますが、新岩手農

業協同組合によりますと、８月中旬以降の残暑により、

市の基幹作目でありますホウレンソウには、発芽不足、

生育のおくれ、萎凋病の発生が見られ、菌床シイタケ

につきましても、発生数の減少、高温による品質低下

が発生しているとのことであります。 

 前年度比較では、９月20日現在、ホウレンソウが生

産量では11.7％の減、販売額では11.8％の減、菌床シ

イタケは生産規模の拡大が図られ、生産量では11.0％
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の増となっておりますが、販売額が逆に11.9％の減と

なっているところであります。 

 また、酪農につきましては、８月末現在の生乳出荷

量を前年度と比較をいたしますと、３％ほどの増であ

り、ほぼ前年度並みに推移しているところであります。 

 市の支援策といたしましては、ホウレンソウ等の種

子、生産資材の購入費を市単独の園芸作物生産活性化

推進事業により助成するとともに、関係機関、団体等

と連携を図りながら、適切な営農指導に努めてまいり

たいと考えております。 

 次に、大川目圃場内の耕作道ののり面補修について

でありますが、当該箇所は、県営経営体育成基盤整備

事業大川目地区で整備された耕作道であり、土地改良

法の定めにより、久慈市土地改良区で維持管理するこ

ととなっております。このことからのり面補修は地域

の農業用施設の維持管理を支援をする農地・水保全管

理支払い交付金等を活用して修復するように誘導を図

ってまいりたいと考えております。 

 次に、大川目地区圃場内の耕作道の舗装についてで

ありますが、当該路線は作業用の道路として位置づけ、

県営経営体育成基盤整備事業大川目地区で整備された

路線でありますことから、機能は果たしていると認識

をいたしております。将来的に都市的機能を持たせた

道路としての利用が必要となった場合には、改めて道

路の位置づけ、整備の手法等を検討しなければならな

いものと考えております。 

 次に、グループ補助についてお答えをいたします。 

 グループ補助につきましては、これまで４回にわた

り、岩手県が公募説明会、申請受け付けを行い、県の

審査会において認定審査が行われておりますが、久慈

地域からは４グループが申請を行い、２グループが不

採択となったところであります。 

 次回の公募の有無につきましては、まだ情報は入っ

てはおりませんが、これまで不採択となった２グルー

プにつきましても、次回の公募に向け、事業計画の策

定に取りかかっていると伺っており、当市といたしま

しても、県並びに久慈商工会議所等と連携を図りなが

ら、できる限りの支援を行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、雇用状況についてお答えをいたします。 

 当地域の雇用状況についてでありますが、７月の有

効求人倍率は0.86となっており、震災復興に伴う建設

業の新規求人数の増により、過去10年を見ましても、

最も高い数値となっております。 

 一方で、新規求人数に占める正社員の割合は29.7％

となっており、職種はもとより、長期の安定的な雇用

を望む求職者とのミスマッチも大きいものと捉えてお

ります。 

 市といたしましても、国県の補助制度を活用し、事

業所再建に係る支援を行いますほか、県の事業復興型

雇用創出助成金の活用を促し、無期限雇用または契約

更新の可能な有期雇用の促進にも努めてまいりたいと

考えております。 

 次に、観光振興についてお答えをいたします。 

 ＮＨＫの連続テレビ小説「あまちゃん」と連動した

観光振興についてでありますが、９月４日に設立いた

しました朝の連続テレビ小説「あまちゃん」支援推進

協議会を中心に、ロケ地の情報発信やおもてなし意識

向上事業及び関連商品の開発等を行い、当地域への観

光客誘客と地域の活性化を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 次に、建設行政についてお答えをいたします。 

 まず、建設業者の入札不調についてでありますが、

現在のところ、市発注の市営建設工事においては、辞

退者がふえている状況にはありませんことから、当地

域については技術者不足や資材不足、資材高騰の影響

は顕在化しておらず、本年度の予算執行への影響は生

じないものと考えております。 

 なお、技術者不足については、昨年12月から小規模

な工事の現場代理人の常駐義務を緩和し、一定基準を

満たす２件の工事の兼務を認めているところでありま

す。 

 最後に、災害公営住宅整備についてであります。 

 現在、久慈湊・大崎地区で５戸、元木沢地区につい

て３戸、久喜地区において３戸、合わせて11戸の災害

公営住宅を集団移転先に整備することといたしており

ます。 

 また、災害公営住宅入居希望者の意向把握に当たり

ましては、これまで、これら３地区に玉の脇地区を加

えた４地区におきまして、延べ40回にわたる集団移転

に係る説明会を開催したところでありますが、この中

で個別相談を繰り返しながら、建築希望戸数を取りま

とめたところであります。 

 以上で、公明党、山口健一議員に対する私からの答
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弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  公明党、山口健一議員の教

育行政についてのご質問にお答えをいたします。 

 最初に、いじめ対策についてお答えをいたします。 

 まず、教育委員会の認識でありますが、大切なのは

いじめの未然防止であり、いじめによる重大な案件は

絶対にあってはならないことと考えています。 

 当市では、いじめによって重大な案件となった事例

はありませんが、さきの清風会代表、畑中議員にお答

えしましたとおり、いじめの防止に努めるとともに、

いじめの早期発見、早期解決に全力で取り組んでまい

りたいと考えております。 

 次に、通学路の安全点検についてお答えをいたしま

す。 

 さきの日本共産党久慈市議団代表、小野寺議員にお

答えしましたとおり、17カ所の危険箇所につきまして

は、去る８月に教育委員会、生活環境課、久慈警察署、

国・県・市の各道路管理者の担当者による合同点検を

実施したところであり、現在、合同点検で明らかにな

った状況について、教育委員会及び生活環境課から久

慈警察署及び各道路管理者に対し、対策の検討及び実

施について強く依頼しているところであります。 

 また、各学校に対しましても、一層の交通安全指導

の徹底を指示するとともに、通学路の安全対策につい

て万全を期してまいる考えであります。 

 次に、競技スポーツの強化についてお答えをいたし

ます。 

 これまで社団法人久慈市体育協会や種目別競技協会

が、競技力向上のため実施する強化練習、強化試合遠

征、競技者並びに審判員講習、研修会の費用を助成し、

強化の助長に努めてきたところであります。 

 また、体育施設の利用につきましては、種目別競技

協会や教育委員会が認定した体育団体等に対し、利用

料金を10割、または５割の免除を行い、練習会場の便

宜を図っているところであります。 

 その他、岩手県民体育大会、北奥羽総合体育大会の

参加経費の助成や、東北大会、全国大会に出場する個

人と団体の補助金を支給するなど、スポーツの競技力

向上に取り組んでいるところであり、今後におきまし

ても、関係団体等と協議連携を図り、強化に努めてま

いりたいと考えております。 

 次に、久慈城の整備についてお答えをいたします。 

 久慈城跡につきましては、これまで地権者のご協力

のもと、標柱の設置や刈り払い等を行ってきたところ

であります。今後の整備につきましても、地権者のご

理解をいただきながら進めてまいりたいと考えている

ところでありますが、土地を借り上げて整備すること

につきましては、現在のところ考えていないところで

あります。 

 最後に、中学校の武道の必修化についてお答えをい

たします。 

 昨日の新政会代表、澤里議員にお答えしましたとお

り、本年度の中学校保健体育の武道の取り組み状況に

つきましては、市内中学校９校のうち８校が柔道を履

修、１校が剣道を履修しております。 

 全ての中学校では、本年10月以降に授業を開始する

計画でありますが、事前の調査等の結果、施設、用具、

指導者、緊急体制などにおいて、特に問題となる点は

ないものと捉えております。今後も万全の指導体制の

もとに、柔道と剣道の授業が実施され、重大な事故等

が発生しないよう、再度各中学校へ指導を行ってまい

りたいと考えております。 

 以上で、公明党、山口健一議員に対する私からの答

弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  荒澤農業委員会会長。 

    〔農業委員会会長荒澤光一君登壇〕 

○農業委員会会長（荒澤光一君）  公明党、山口健一

議員のご質問にお答えをいたします。 

 農業委員会の定数の見直しなど基本的な考え方につ

いてでありますが、当市の選挙で選ばれる委員の定数

は、農業委員会等に関する法律の政令の基準により、

農地面積及び農家戸数の状況から30人が上限とされて

おり、久慈市農業委員会条例においては、久慈選挙区

15人、山形選挙区８人、合わせて23人と定めていると

ころであります。 

 また、選挙による委員のほか、農業協同組合等関係

団体より３人と、議会からの推薦をいただく４人、合

わせて30人の委員体制となっております。 

 この定数は、平成18年３月６日、旧久慈市と旧山形

村との合併時に定められたものでありますが、2010年

の農林業センサスによると、農地面積や農家戸数は、

現基準の範囲内であることから、これらの数値が大き



－120－ 

く減少しない限り、適切な定数であると考えておりま

す。 

 なお、選挙区におきましては、１選挙区が原則とさ

れておるところから、今後の農地面積や農家戸数の状

況等を踏まえて検討してまいりたいと考えております。 

 以上で、公明党、山口健一議員のご質問に対する私

からの答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を許します。９番山

口健一君。 

○９番（山口健一君）  何点か再質問させていただき

ます。 

 まず初めに、職員の適正配置についてでありますけ

れども、先ほど市長のほうから、昨年は県外から職員

を異動、今回は新しい土木に２人、また新しい職員を

入れた。今工事がこうなった場合に、例えばそういっ

た若い方じゃなくて、本当に経験がある方が必要では

ないかなというふうに思います。その中では退職され

た方々、こういった再任用っていうのが制度ができて

いるんですが、なかなか定着してないふうに思います。

そういった場合には、やはり今後はそういった方々も

視野に入れて、今回の定数の改正条例、これは委員会

にもかかるわけですけれども、その辺の基本的な考え

方、採用の考え方、今回の定数をふやすわけですが、

その辺の考え方について、先ほど市長からは、事務量

も増加するからいろんな面で対応していかなきゃなら

ないというふうなお話がありましたけれども、そうい

った例えば東京のほうで退職して、技術がある方を採

用する場合には、情報をどんどん発信して、もう久慈

の地域で。東京都ではわざわざ東京で採用して地方に

派遣してるというふうもあるわけですけども、その辺

の考え方についてお伺いいたします。 

 それから、その関係で、もし再任用した場合の給与

体系はどのようになるのか、その辺についてもお聞か

せ願いたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  この件につきましては、

議会において再々ご質問いただいて、ご答弁申し上げ

てるところでございますが、私らはあらゆる手段を用

いて、いずれ職員体制の強化といいますか、この大災

害に対応してまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 それで、いずれ国県を通します要請とか、そういう

ふうな照会もございますし、それから、独自でいわゆ

る本年度なんかは青森市さんに独自でまた継続の要請

来たところでございます。それで今１名お願いしてる

んですけれども。それ以外にも、いずれ再任用と申し

ますか、いろんな形態において、いわゆる先輩の方々

の活用とか、それらについても考えておりますし、い

ろんなアクセスはしております。 

 再任用に今度なった場合の条件ということでござい

ますけども、基本的に、おおむね報酬については大体

半額程度、それから、いわゆる地位っていいますか、

職権っていいますか、そのようなところはなくなると。

そのような形態が多いものでございますから、通常の

単純労務職といいますか、専門職、技術職、それらに

ついては該当があるものかもしれません。いずれそう

いうふうに捉えておるところです。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  わかりました。次に、４番目

の町内会組織強化。これは私もさっき言ったように、

市長が言われてる市民協働をいかに公共ともに頑張っ

ていく面では大変いいかと思うんですが、町内会も最

近は高齢化といいますか、なかなか若い人がない中で、

大変運営にも苦慮しているっていう部分があると思い

ます。 

 そういった面で、各町内会の横の連携っていいます

か、区長会なんかではあって、区長で横の連携とって

ると思いますけれども、なかなか市の地域づくり団体

の連絡協議会というのは振興局が中心にやってるわけ

ですが、そういった面では各大きい旧町村単位ぐらい

のそういった横の連携がとれる組織も必要ではないか

なというふうに思いますけども、その点についてお聞

かせ願いたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  中居総合政策部長。 

○総合政策部長（中居正剛君）  今町内会の横の連携

ということでのご質問をいただきました。今現在、議

員さんおっしゃいますように、振興局のほうでは町内

会等、ＮＰＯ法人等を対象にして、地域づくり団体の

この会合等を持ってるわけでございます。今現在の市

では、町内会の連合組織あるいはこの旧町村単位での

組織化というものについては、今現在ないわけでござ

いますが、この市民との協働事業等を進めていくとい

う観点からも、今後検討してみたいというように考え
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ております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  ちょっと前後しますけれど、

防災無線についてちょっとお聞かせ願いたいと思いま

す。 

 今結構アメダスとか集中豪雨なんかありますけれど

も、アメダスも正確になって、意外と部分的にポイン

トで出るようになりますが、防災無線で例えば大雨注

意報が出た場合に、久慈市には出たけど、さっぱり雨

降らないと、そういった状況もあるわけですが、例え

ば山根町とか山形地域に大雨災害が出たというふうな

発表もし、その防災無線であれしてくれれば、その地

域が特定できていいのかなと思いますが、その辺の使

い分けができるかどうか、その辺についてお伺いいた

します。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  この警報等につきまして

は、気象庁の発表におきまして、いずれ県の防災室を

通して通告っていいますか、通知ございますけれども、

いずれ市町村単位でしか今現在のところ来ておりませ

ん。いずれアメダスを活用しての動きっていうのは非

常にわかりづらいということで、現在のところは内々

の話、市町村単位、これが今のところ限界といいます

か、今のところはその程度というふうに伺ってるとこ

ろです。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  ７番の特定健診については、

向上率のために無料にしたんですが、なかなか上がっ

てこないという事実じゃないかと思います。中で、今

私も休日とかそういった働いててなかなかできないと

いうことで、利用してもらえばいいがなと思いますが、

そういうふうにやるんだったら休日にもやるっていう

ことですので、ぜひ進めていただきたいというふうに

思います。 

 それから、観光振興についてでありますけれども、

今「あまちゃん」がせっかく撮影始まるわけですが、

こういった例えば東京とか、そういった都会にいる

方々に、ここの情報発信をどのようにしていくのかな

というふうに、私はたまたまこの前お祭りのときに、

中日同級会開いて、その案内の文面に、今回ＮＨＫの

「あまちゃん」が久慈で放送されます。皆さんにも情

報を広く含めてお願いしますというふうなやりました

けれども、そういった情報発信をやっぱり久慈出身者

の方々に大きく知らせるということも今後の対策に必

要ではないかなと思いますが、その辺についてお聞か

せ願います。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  特定健診についての

ご質問でございますが、いずれ受診率向上に向けて頑

張ってまいりたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  観光振興に関連して

「あまちゃん」の放送にちなんでの情報発信というご

質問でございます。 

 議員お話のように、我々もそういう機会を捉まえて

発信をしてまいりたい思っておりますし、あるいは同

郷会みたいな形のところで市の広報等も送っておられ

ますので、その中にあまちゃん通信というのも第１号

発刊をしましたけれども、今後月１ペースで出してい

きたい。そういったものも含めてご案内をしていけれ

ば、情報発信につながっていくのかなと、このように

思ってますし、イベント等でも勧奨をやってまいりた

いと、このように考えてございます。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  教育委員会のほうへ、いじめ

対策については、いろんな条件でわかりました。次に

は、いじめの定義ってなかなか大変難しいかと思いま

すけれども、やはりいろんなところから情報が発信で

きるような状況を。学校っていうのは、何か最近報道

を見てますと、何か隠す体質があるかなというふうな

何か状況もあるわけですが、しっかりと教育委員会で

ある意味学校を指導していっていただきたいなという

ふうに思います。 

 それから、もう一つ、通学路の安全点検なんですが、

今先ほど答弁あったように、17カ所が危険箇所ってい

うふうにお話がありました。実際的には、やはり子供

目線といいますか、そういった目線も多分必要ではな

いのかなと思います。やはり大人が見て危ないとこと、

子供が見て危ないとこは、そんなに相違はないかと思

いますけれども、そういった学校単位で結構ＰＴＡと

か地域の方々とか、そういったかたちで安全点検をな
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されてるところもあるかと思いますけれども、そうい

った子供も含めたそういった危険箇所の把握っていう

のも大切ではないかなというふうに思います。 

 この前、たまたま大川目で高齢者の交通安全したと

きに、八日町で横断で亡くなられた方、その方を話聞

くと、いつも通って危ないんだっていうふうに認識し

てる方もあったわけです。だから、そういった部分に

すれば、あの人はもういつも通って危ないから気をつ

けて行きなさいよとか、そういったものがやはり必要。

だから、そういう意味からすれば、いろんな方から情

報をしっかりと得て、危険箇所も把握すべきでないか

なというふうに思いますけれども、その点についてお

伺いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  ２点のご質問にお答え申し

上げますが、まずは、いじめ問題についてでございま

すけども、学校でのいじめ、これについては教職員一

丸となって早期発見に努めておることについてはご理

解をいただけるものだというふうに思っております。 

 このいじめの定義ということのお話がございました。

いじめの定義そのものは、これは国の調査、文科省で

年に一度の調査をこれまで実施してるわけですけども、

その場合のこの定義といいますのは、以前には発生件

数、いわゆる自分よりも弱い者に対して一方的に行い、

身体的、心理的な攻撃を継続的に加えて、相手が深刻

な苦痛を感じているものというふうなことでの定義を

つけておりましたが、18年度から、これが当該児童生

徒が一定の人間関係のある者から、心理的、物理的な

攻撃を受けたことにより、精神的な苦痛を感じている

もの。いわゆる昨日申し上げましたように、子供が例

えば消しゴムをとられたといったような場合に、その

ことに対して嫌な思いをしたといったこともいじめの

認知件数に含めますよというふうな形になったわけで

ございます。 

 そういったいわゆる小さいことから、きちっとこの

いじめに対しての早期発見というものが大事だという

ふうなことから、先生方も子供たちと直接面談をして、

一人ひとりの児童生徒から聞く。あるいはアンケート

調査を年に１度ならず、２回、３回と行いながらその

状況を把握をしてるわけでございます。 

 しかし、議員さんもご承知のとおり、このいじめに

対しては巧妙化と申しますか、先生の見えないところ

で行われるといったこともあります。それをやはりし

っかりと情報をキャッチしていくには、学校のみなら

ず、やはり地域の方あるいは家庭に帰ってから、親御

さん等が自分の子供の様子が何かいつもと変だなとい

ったようなことをしっかりと見ていただきながら、そ

ういった場合にはすぐ学校にお知らせいただくとか、

そういったことが必要なんだろうというふうに思って

るわけでございます。そういったことで、それらを今

後も一層連携、家庭と学校、地域との連携、教育委員

会との連携をさらに強めてまいりたいというふうに考

えておるとこでございます。 

 それから、通学路の安全に関しては、議員さんおっ

しゃるように、さまざまな方からいろんな情報をいた

だきながら、子供たちが安全に登下校できるように、

今後も安全対策には万全を期してまいりたいと思って

ございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を打ち切ります。 

 この際、暫時休憩いたします。再開は、午後３時30

分といたします。 

    午後３時08分   休憩   

──────────────────── 

    午後３時30分   再開   

○副議長（下舘祥二君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を継続します。次に、１番、梶谷武由君。 

    〔社会民主党梶谷武由君登壇〕 

○１番（梶谷武由君）  社会民主党の梶谷武由です。

市政の当面する諸課題について、市長及び教育長に質

問いたします。 

 初めに、市庁舎の改修計画についての質問です。市

役所や防災センターは市民の命を守るとりでとして、

災害発生時には災害対応の指令の拠点となるべき建物

であり、地震や津波、台風や洪水などの災害が発生し

た場合でも被災することがないよう防災機能が強化さ

れていなければなりません。 

 市役所本庁舎は昭和49年に建築され、老朽化が進み

窓の開閉できない場所や雨漏りも見受けられます。エ

レベーターも設置されていないため、障害者や高齢者

は階段の上り下りに苦労していることも目にします。 

 また障害者の方から、職員の方が優しく対応してく

れるが毎回お願いするわけにはいかない、行くのも遠
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慮しているということも聞いております。市役所本庁

舎建物の長期寿命化のための改修計画の有無について、

雨漏り対策について、エレベーター設置について、自

家発電装置の整備について、また書類の保管場所が不

足しているように見受けられるが、書庫の整備計画に

ついてお伺いいたします。 

 次に、消費税増税に係る質問ですが、消費税の増税

が決まり2014年４月から８％に、そして翌年の10月か

ら10％にすることが決まりました。消費税増税と同時

に、福祉の充実も行うこととなっていますが、地方消

費税として市財政に入る一方、福祉のための支出増も

あると思われます。市財政、地域経済に与える影響に

ついてお伺いいたします。 

 次の質問は地域防災についてです。地域防災計画は、

昨年の大震災を受けて見直しが行われましたが、原発

事故災害に関する項目がありません。原発や原子力施

設で事故が起きた場合、放射線の監視や適切な情報の

提供、住民の避難、被災者の受け入れなど、津波や洪

水などの自然災害と違った対応が必要と考えます。 

 県の防災計画においても原発災害対応がありません。

新聞報道によれば関東以北で岩手と神奈川を除いたす

べての都道県が、原発事故災害を見直した、あるいは

見直す予定であると報道されています。 

 地域防災計画に原発事故対策を追加すべきと思いま

すが考えをお伺いいたします。また、県に対しても原

発事故対策を追加するよう要望すべきと考えますが市

長の考えをお聞かせください。 

 それから避難所にかかることについてです。災害が

発生したり、警報が発令され避難指示等が出た場合、

避難所がすぐ解錠されなければならないわけですが、

施設の管理者がいつでもすぐ近くにいるとは限りませ

ん。そのような場合の対応についてお伺いいたします。 

 次の質問は、高齢者の生活支援についての質問です。 

 久慈市も他自治体と同様に少子高齢化が進んでいま

す。少子高齢化と同時に高齢者のみの世帯の増加も目

立ちます。５年、10年先のことを考えると私たちの周

りは圧倒的に高齢者の多い街になるのではないかと思

います。 

 高齢者が自宅で安心して暮らせるための生活支援対

策が急務と考えます。 

 自宅で居住することを望みながらも、高齢になるに

つれて生活することが難しくなってきていると複数の

方から話を聞いています。特に冬になれば敷地内の除

雪や買い物などに困っている、道路は役所で除雪して

くれるけど家の所は自分でしなければならない、しか

し腰が痛くて思うようにできない、ヘルパーさんに頼

んでも歩くところしかかいてくれない、ディサービス

の車や灯油配達の車も入って来れない、なんとかなら

いべか。と尋ねられたこともありました。 

 現在も高齢者を支援する様々な制度があるわけです

が、十分ではないと思います。今ある制度にプラスし

て高齢者の生活を支援する施策が必要と考えますが考

えをお伺いいたします。 

 高齢者世帯の除雪支援について、生活支援ハウスの

利用状況と入所希望状況及び、久慈地区への建設計画

について、買い物支援、福祉の視点からの公共交通対

策、高齢者が災害時や急病などの緊急時に家族へ連絡

の必要が生じた場合、家族の連絡先あるいはかかりつ

けの医師などを記入しておく連絡カードの導入につい

てお伺いいたします。 

 次の質問は、ＡＥＤ、自動体外式除細動器について

の質問です。ＡＥＤは心臓が突然停止したときに大変

有効な医療器具ですが、バッテリーや電極パッドは定

期的な交換が求められており、適切な管理が行われな

ければその効果を発揮することができません。 

 ＡＥＤを使用する必要が生じた場合、いかに素早く

対応するかが問われます。市内に設置されているＡＥ

Ｄの設置状況と管理状況の把握について、市内にある

ＡＥＤの設置場所を広く市民に周知することが万が一

の場合に活用できると考えますが、周知方法について

お伺いいたします。 

 次は、久慈街道踏切への歩道設置についての質問で

す。久慈街道踏切への歩道設置について、各方面から

の要望により実現の見通しが立ってきていますが、歩

道設置の進捗状況についてお伺いいたします。 

 教育長には２点について質問致します。一つ目は、

小学校の遊具の管理と設置についての質問です。小学

校における遊具は、子どもの遊び道具であると同時に

体を動かすことで運動能力を向上させ、人とのかかわ

り方を学ぶことも多く、心身ともに健全に育つことが

期待されます。設置されてある遊具の安全確保と同時

に、新たな遊具の設置が望まれています。安全確保の

ための点検状況とその結果について、点検結果に基づ

く撤去や更新あるいは新規の設置状況についてお伺い
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いたします。 

 最後に、小中学校の図書整備について質問いたしま

す。学校図書館は、学校教育において欠くことのでき

ない基礎的な設備として位置づけられております。 

 文科省は、学校図書の充実に向け、平成19年度から

５カ年計画で学校図書館整備を実施しました。５カ年

計画では十分に整備されなかったことから、平成24年

度から再度５カ年計画を策定し、学校図書標準の達成

を目指し単年度で200億円、５年で1,000億円の措置を

講じるとなっています。図書の充実のほかに新聞を活

用した学習環境整備、学校図書館担当職員の配置の経

費としての予算措置もしているところです。学校図書

の充実状況について、古い図書の更新状況についてお

伺いいたします。 

 以上で、登壇しての質問を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  社会民主党、梶谷武由議員の

ご質問にお答をいたします。 

 最初に、市庁舎の改修計画についてお答えをいたし

ます。 

 まず、市役所本庁舎の改修計画についてであります

が、今年度実施しております耐震診断調査の結果を受

けまして、耐震補強と長寿命化について検討してまい

りたいと考えております。 

 また、本町社内の雨漏りが散見されておりますが、

その要因は建物の経年劣化による亀裂等からの浸水に

あるととらえており、雨漏り対策についても耐震診断

調査の結果を受け検討する考えであります。 

 次に、エレベーター設置についてでありますが、エ

レベーターは高齢者など来庁者の利便性向上に必要な

設備であると認識はいたしております。しかし、多額

の費用を要しますことから、現状での整備は困難であ

るとも考えております。来庁者には極力ご不便をおか

けしないよう、１階フロアーに出向いて対応するなど、

ソフト面の充実に努めているところであります。 

 次に、自家発電機の整備についてでありますが、自

家発電機は停電時においても電力が確保されますこと

から、市民サービスの中枢を担う庁舎機能の維持に極

めて有効な機能ではありますが、やはり多額の費用を

要しますことから、現状での整備は困難であると考え

ております。なお、東日本大震災の際に電力供給が滞

った経験から、停電時に最低限必要な電力確保策とし

て発電機による非常電源回路を設置したところであり

ます。 

 次に、書庫の整備計画についてでありますが、書類

の整理と適正な管理に心がけ、限られた庁舎スペース

の有効活用に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、消費税率の増が、市財政、地域経済に与える

影響についてお答えをいたします。 

 さきの清風会代表、畑中議員にお答えいたしました

とおり、所得の少ない家計ほど収入に占める税負担の

割合が高くなり可処分所得が減少してしまうことから、

地域経済に及ぼす影響が懸念されるところであります。 

 市といたしましては、低所得者対策や地域経済対策

など増税が実施となった場合の対策等の要望について、

岩手県市長会等との連携を図りながら進めてまいりた

いと考えております。 

 次に、地域防災についてお答えをいたします。 

 地域防災計画に原発事故対策を追加すべきとのこと

でありますが、現在東日本大震災を受けまして地域防

災計画の見直し作業を進めております。 

 原発事故対策につきましては、国の防災基本計画及

び岩手県地域防災計画が成熟していない段階にありま

すことから、県への要望活動等を含め今後の課題とし

て対応してまいりたいと考えております。 

 次に、避難所の開場にかかわり施設管理者が近くに

いない場合の対応についてでありますが、避難所の施

設ごとに管理環境が異なりますことから、今後自主防

災組織等と連携しながらその施設にあった対応を検討

してまいりたいと考えております。 

 次に、高齢者の生活支援についてお答をいたします。 

 まず、高齢者世帯の除雪支援についてでありますが、

家屋周辺や敷地内の通路確保等日常生活を維持するた

めの除雪につきましては、隣近所や町内会などの地域

コミュニティ活動やスノーバスターズなどボランティ

アによる除雪の取り組みがなされていると認識をいた

しております。また、社会福祉協議会では安心サポー

ト事業などを実施しているところであります。 

 現在当市では、高齢者等が住みなれた地域で、生き

がいを持って安心して生活するために、地域みんなで

支え合うまちづくりを基本理念とした久慈市地域福祉

計画を推進しているところであり、地域での支援体制

の充実、ボランティア等の呼びかけ等を行いながら、
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地域の中で支え合い助け合う仕組みづくりを推進して

まいりたいと考えております。 

 次に、生活支援ハウスの利用状況、入所希望状況及

び久慈地区への建築計画についてお答えをいたします。 

 生活支援ハウスは、おおむね65歳以上の一人暮しの

高齢者や夫婦のみの世帯であって高齢等のため自宅で

生活することに不安のある方に一定期間住居を提供し、

居住と地域での交遊機能を総合的に活用し、安心して

健康で明るい生活を送れるよう支援する施設でありま

す。 

 利用状況についてでありますが、平成23年度実績で

延べ2,298人、１日当たり6.2人が利用されており、入

所待機者はいない状況であります。生活支援ハウスの

久慈地区への整備計画でありますが、現時点では入所

待機者がない状況等を踏まえ、具体的整備計画に至っ

ていない状況にあります。 

 次に、買い物に対する支援についてでありますが、

当市におきましては要介護者への訪問介護サービス時

の買い物支援、久慈市社会福祉協議会が実施しており

ます安心サポート事業による買い物代行等をご利用い

ただいているところであります。また、民間事業者に

よる移動販売や宅配サービスも行われており、一定の

利便性の確保が図られているものと認識をいたしてお

ります。 

 次に、福祉の視点からの公共交通対策についてであ

りますが、当市におきましては高齢者等を含めみずか

らの移動手段を持たない方々の移動手段を確保するた

め、市民バスを運行しているところであります。 

 市民バスの運行に当たりましては、運賃の上限を

500円とし、利用者の負担軽減策を講じ利用促進を図

っておりますほか、高齢者の通院の利便性を勘案した

運行ルートや運行時間設定に努めているところであり

ます。今後におきましても、ニーズの把握に努めなが

ら利便性向上に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、災害、急病等緊急時に備えた連絡先を記入し

たカードなどの導入についてでありますが、このカー

ドは治療中の病教や緊急連絡先等を記入し、万一の救

急時に備えるものであると認識いたしております。 

 現在当市では、緊急通報装置により一人暮らしの高

齢者等の緊急時の救急車要請や安否確認等の事業を行

い、支援者等の協力を得ながら対応しているところで

あります。今後におきましても、緊急通報装置の普及

に努めますとともに、ご提言のありましたカードの導

入については、他団体の例も参考にしながらその方策

を検討してまいりたいと考えております。 

 次に、ＡＥＤ設置と管理状況についてお答えをいた

します。 

 まず、市内におけるＡＥＤ設置の状況でありますが、

公共施設に19台、小中学校体育施設に40台、高等学校

に３台、医療施設に31台、その他の事業所等に50台、

計143台が設置されているととらえております。 

 次に、ＡＥＤの管理状況でありますが、市が管理す

るＡＥＤにつきましては、バッテリー、パッドなどそ

の更新状況を把握し、適正に管理しているところであ

ります。民間の事業者等が設置しているＡＥＤにつき

ましては、設置者が管理するものであり、市といたし

ましては、具体的な管理状況は把握いたしておりませ

んのでご了承願います。 

 次に、市内にあるＡＥＤの設置場所の周知でありま

すが、ＡＥＤの設置場所ごとに表示がなされていると

ともに、市の管理するＡＥＤにつきましては広報で周

知した経緯がありますが、今後は市のホームページの

活用や関係機関と連携を図りながら、効果的な周知方

法について検討してまいりたいと考えております。 

 最後に、久慈街道踏切への歩道設置についてお答え

をいたします。 

 歩道設置工事の進捗状況についてでありますが、工

事に必要な測量調査及び設計の業務委託契約を本年４

月４日に建設コンサルタントと締結したところであり

ます。現在、東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社と協議

を重ねながら、設計作業を進めているところでありま

す。 

 今後は、年度内を目標に、東日本旅客鉄道株式会社

との工事実施に関する協定の締結を行い、早期に工事

着手できるよう取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 以上で、社会民主党、梶谷武由議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  社会民主党、梶谷武由議員

のご質問にお答えをいたします。 

 最初に、小学校の遊具の管理・設置についてお答え

をいたします。 
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 まず、安全確保のための点検状況及びその結果につ

いてでありますが、毎年度実施しております専門業者

による定期点検を昨年度は全19校で121基実施してお

り、その結果は18校75基を経年劣化による腐食、摩耗

及び安全領域不足などにより使用禁止としたところで

あります。 

 次に、撤去、更新、新たな設置状況についてであり

ますが、本年度は雲梯など４基を撤去したところであ

り、更新及び新たな設置はありませんでしたが、体育

授業に使用する鉄棒を中心に14校33基の遊具について

修繕したところであります。 

 最後に、学校図書の整備についてでありますが、ま

ず充足状況につきましては、文部科学省で定める学校

図書館図書標準冊数に対する蔵書冊数の割合、いわゆ

る図書充足率は、平成23年度末で小学校96.9％、中学

校82.2％となっております。 

 また、図書の更新状況についてでありますが、破損

し修復が難しい図書や内容が陳腐化した図書につきま

しては順次更新に努めているところであります。なお、

昨年度は小中学校合わせて約7,100冊を購入受贈した

一方、約4,100冊を廃棄し更新したところであります。 

 以上で、社会民主党、梶谷武由議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を許します。１番、

梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  それでは再質問をしたいと思

いますが、まず市の庁舎の改修計画について検討する

ということでこの長寿命化、今ある建物を今の状態の

ままで長寿命化という形ではなくて、機能を今の時代

に合ったような、もう建築から40年近くたっているわ

けですが、エレベーターの設置とか自家発電装置の設

備の設置とかそういうのを含めながら、国の財政支援

制度を活用して機能の向上と長寿命化これはぜひ必要

かと思うんですが、そういう考え方についてどうなの

かお伺いします。 

 それから、雨漏り対策の分については、これはコン

クリートの中に雨水が入ると中の鉄筋が腐食してさら

にその劣化が早まるということから、これはできるだ

け早く実施しなければならないだろうと。その長寿命

化計画とはもう別にすぐというふうに私は考えるんで

すが、そこの部分についてはどのような形になるのか

その考えをお伺いします。 

 それから、書庫の保管の分について、庁舎内の活用

ということもですし、それから新たな、何ですか建物、

部屋をつくるというのと、あるいは学校等で閉校にな

って使われていない校舎等建物があるわけですが、そ

ういうところをきちんと整備して、何ていうか日常使

わない、もう保管ていうか保存する、そういう書類等

をしまうような状況に整備計画をするということも考

えられるかと思うんですが、そこの分についてお伺い

します。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  大きくは３点あったと思

うんですけれども、いずれ機能アップ、庁舎のまず何

にしろ改修改善につきましては耐震診断やらないと手

をつけられません。これまず大前提でございますけれ

ども、それでまた改修に至った場合にはエレベーター

とか自家発電というふうな話もいただきました。 

 いずれこれ市長から申し上げましたとおり、かなり

の費用を要します。例えば、エレベーター等外づけで

やったとしてもおおむね6,000万7,000万、それから自

家発電をそのものを考えただけで億はかかるだろうと

そういうふうに、全く設計も何もしてないんですけれ

どもおおむねはそういうふうに想定しているところで

す。 

 それで、国の財政支援制度とかいうような話もあり

ますけれども、いずれ耐震補強そのものについては確

かに制度ございますけれども、いずれにしろそのよう

な高機能化、これにつきましての財政支援制度ていう

ものがあるかどうかちょっと私も詳細に把握してない

もんですから、いろいろその辺は検討してまいりたい

と。お金についてはもっと勉強を重ねていきたいと思

ってます。 

 いずれちょっと、今の段階ではエレベーター、それ

から自家発電は市長からご答弁のあったようにちょっ

と厳しいかなというふうな感覚は持ってます。 

 それから雨漏り対策ですけれども、これは私らも非

常に困ってるんですが、過去にもシールド工事、皆さ

んご存じのとおり市役所のは陸屋根です。それで、こ

ういう場合は雨漏りが後年度非常に問題になるんです

けれども、いずれシールド工事もやりました。 

 それで、その結果としてもやはりだめだったと。や

はり経年劣化によって、どの辺があるのかあれですけ

ども、いずれクラックが入ってその辺伝わってきてま
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た雨漏りということで、いすれ単なるシールドじゃな

くていろんな多方面からまた検討しなきゃないだろう

というふうには思ってます。いずれにしろ何とかしな

きゃないとは思ってます。 

 次に、それから書庫の関係ですけども、これもいず

れご案内のとおり市役所の公文書、これらについては

いずれ保存年限そういうものがございます。極力保存

年限過ぎたものについては廃棄するように、それから

処分していずれきちんと収納スペースを確保するよう

にていうふうのはありますし、それから過去において

はファイリングシステムとか、それからいろんなこと

はやりました。 

 しかしながら、一部庁舎の書庫に変更したところも

ありますところもありますけれども、そういうふうな

ところいろんな工夫重ねながら、先ほど来申し上げて

ますとおり会議室とかそれからいずれ改修するにも非

常に厳しい状況です。 

 いずれ今議員からご提言ありました別棟の整備、も

ちろん金かかるわけですから、そういうふうな公文書

の管理からいろんな問題も発生する恐れもありますけ

れども、いずれにしろご提言いただいたものについて

はいろんな角度から検討してまいりたいと、そのよう

に考えているところです。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番、梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  私も国の財政支援制度の分に

ついて、何々の項目で、例えばエレベーター設置につ

いて支援制度があるのなのか、あるいは自家発電装置

なんかについて今回の震災にかかわってということで

あるのかそういう詳しくはわからないんですが、いろ

いろと研究していただいてできるだけ機能をアップし

ながら、今後例えば15年20年と快適に使えるようなそ

ういうぜひ施設にしていただきたいというふうに思い

ます。 

 次、高齢者支援の部分についてですが、高齢者世帯

の除雪の分で、当然自分での除雪、あるいは町内会と

近隣の支援というのは現在も行っていると思いますし、

そういう形が必要かと思うんですが、町内会とかある

いは数名のグループでそういう除雪を手伝ってもいい

なというときに、例えば除雪機の貸出とかあるいは町

内会等で行う場合のガソリン代の補助とか、さまざま

な形での支援というのも考えられると思うんです。 

 これから先のことを考えた場合に、現在ある制度の

ほかにその検討をぜひしていかなければならないのか

なということでお伺いをします。 

 それから、生活支援ハウスは現在山形町にあっての

その利用状況だと思うわけですが、この久慈市内には

ないわけで、久慈市内で例えばこういう施設があるこ

と自体をどれぐらいの市民が知っているか、そういう

施設があるんだよと、施設があった場合に希望をする

という調査等も行われていないかとは思うんですが、

そういうのを調べたことがあるのかどうか。 

 あと買い物支援の部分については、現在もさまざま

あるのは私も知っています。ただ、業者等がさまざま

宅配等あるいは車での移動販売等行っているわけです

が、久慈市のように何ですか住居が点在してるような

ところでどうも採算が取れないということで、撤退し

てしまってから慌てるようではやっぱり困るのではな

いかと。 

 これからの先々を考えた場合、どのような形での支

援が必要なのかやはり検討はしてみる必要があるのか

なというふうに思うんですが、そこの部分についてお

伺いします。 

 それから、市民バスの運行の分についてですが、一

つは日曜日に市民バスの運行がない路線があるという

ことで、行事とかあるいは孫に会いに行きたいんだけ

ど日曜日にはバスがなくて行けないということも聞き

ますし、それから公民館とか文化会館などで講座とか

集会等があった場合でも、実際はもう自家用車がない

と利用できないという状況にあるわけで、そういう公

民館の講座なんかに高齢者等も参加できるようなそう

いう交通対策とかさまざまな形態があると思うんです。 

 そういうのも含めて、これ市全体で高齢者が自宅生

活することを希望しながら生活しにくいと、こういう

のを解消するために検討していくことが必要ではない

かなと思うので、その検討する考えについてお伺いし

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  高齢者の生活支援にと

いうことでのご質問にお答えを申し上げます。 

 まず、除雪対策という点でございます。確かに、高

齢者世帯がふえていると、また高齢者のみ世帯もふえ

ているという状況にあるととらえております。こうし

たことから、大雪が降りますと非常に難儀していると
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いう現状があると思っております。 

 市長からもご答弁申し上げましたとおり、こういっ

た際に隣近所等での支援、またボランティア等という

ご答弁もしているわけですが、例えばボランティア等

におきましても、仕事の関係等がありますとどうして

も休みの日になってしまうというな状況もあるととら

えております。 

 こういった中にありまして、やはり非常に効果的な

打開策ていうのも難しい面もあるわけですが、このご

家族あるいはご親族の方の協力ももちろんそうですし、

この地域の方々の協力の中で対応していきたいという

考え方を持って、この地域福祉計画の中で掲げており

ます地域での支援体制の充実という考え方で今後も取

り組んでまいりたいというふうに考えているところで

ございます。 

 こういった中の取り組みの一つといたしまして、地

域コミュニティ振興事業や宝くじ事業等での除雪機の

購入等々もあるわけでございまして、こういった視点

等も加えながらこの地域みんなで支え合う、あるいは

助け合うというこの考え方、これについてさらに取り

組みをしてまいりたいと。 

 また今月後半でございますけども、こういった支え

合い活動の各地区ていいますか、市内を９カ所予定し

ておりますが、こういったものの説明会を開催予定で

ございます。この中で、災害時の要援護者の部分とか、

またこういった取り組みについてもいろいろご意見い

ただくとともにご理解をいただきたいという趣旨から、

こういったのも予定しているところでございます。 

 それから、生活支援ハウスでございますけども、久

慈市内ていいますか、ご答弁申し上げましたのは、山

形地区に設置されている部分についてご説明したもの

でございます。これは旧山形村時代からの施設でござ

いまして、旧久慈市内にはないところでございます。 

 こうした中にありまして、旧久慈市内ていいますか

久慈地区でこの施設があるというのを知っていない方

もあるんではないかというお話と受けとめました。 

 確かに、この部分について改めて、何ていいますか

調査をしたとか周知をしたという経過は確かにないわ

けでございます。ただ、これまで設置の経過等を踏ま

えながら、山形地区におきましてはそれぞれの民生委

員さん、あるいは介護にかかわる方々等の状況等をい

ただきながら相談に応じているという経過はございま

す。この久慈地区の周知のあり方ていいますかお知ら

せのあり方については、今後検討してみたいと考えて

おります。 

 それから、買い物につきましてもお話のとおりでご

ざいます。例えば、介護保険サービスを利用してる方

につきましては、これは生活支援のサービスの中で買

い物支援のサービスもあるわけでございます。 

 それから、一方市民バスとのこれまた絡みも出てく

る部分があるかもしれません。そういった足がないと

いうことによって、買い物になかなか行けないという

場合もあるかもしれませんがこういった視点、それか

ら移動販売等々につきましても一定の部分の、何てい

いますか、事業者が展開はしてるわけですけども、そ

れからまた生協等におきましても、これはまあ予約制

ていいますか、こういった登録制の部分もあるわけで

ございまして、こういった部分等々もお知らせていい

ますか、こういった制度ていいますか事業が展開され

ているていうのも周知しながら、こういったのにも対

応してまいりたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

○副議長（下舘祥二君）  中居総合政策部長。 

○総合政策部長（中居正剛君）  市民バスの運行につ

いて、日曜日に運行がない路線があったり、それから

公民館等の講座に来るときに利用できるようなバスが

ないというご質問でございますが、この市民バスにつ

いてはＪＲバスの廃止を受けて通学、通院等の足の確

保を図るんだということで運行してきておるわけでご

ざいます。 

 そうした中で、22年度に見直しを図りまして、市長

から答弁申し上げましたように全路線を１乗車500円

を上限にしたと。例えばこの山根線でございますと、

県立病院から赤間立までは910円ほどかかっておった

わけですが、それを１乗車500円というような上限に

して利用しやすいような工夫を図ったと。それから、

全路線が久慈病院を経由するような運行にも改善して

ございます。 

 そこで、今現在この23年度から25年度までの３年間

の運行ということで実施してるところでございまして、

26年度以降についてはこの25年度に利用状況等々を見

ながら検討してまいりたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いします。 

○副議長（下舘祥二君）  １番、梶谷武由君。 
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○１番（梶谷武由君）  その福祉の視点からの公共交

通対策についての、いわゆる市民バスということに限

らないでぜひ検討していただきたいということです。 

 時間がないので、これは要望だけにしていきたいと

思いますが、次図書館の整備にかかわってですが、図

書を整備した、あるいは廃棄したというお答えをいた

だいたわけですが、私が、図書館の整備した冊数とあ

とは予算額、それから購入単価こういうのを計算した

場合に、図書標準の冊数満たすには現在の予算の配当

状況だと、小学校だと30数年かかるくらいの予算配当

になっております。 

 古い図書の更新というのは、これ当然やっていかな

ければなりませんし、現在の状況が高い96.9％、小学

校で96.9％となっているわけですが、これは新しい使

えるような状況の状態にある図書というふうには考え

られません。古いのがかなり多くあるのではないかな

ということですが、この図書の整備のことについて一

つ決意をということと、それからあと遊具の部分につ

いてですが、点検をすれば古くて危ないのは廃棄、あ

るいは修繕をしなければならないと。 

 この図書と同じように、遊具の場合にも子供たちの

成長のためには、特に小学校の場合には絶対欠かせな

いものだというふうに私は思うんですが、学校に配当

された予算だけでは遊具はやはり高価なためになかな

か買うことができないということから、教育委員会と

して計画的に整備する考えを持たなきゃならないかな

と思うんですが、そこの部分についてお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  まず学校図書についてで

ございますが、議員おっしゃいました30年かかるとい

うふうなことの計算内容はちょっとわからなかったわ

けでございますが、いずれ現在学校図書に蔵書してあ

る図書が全部陳腐化したというか、古いものは入って

ないかというふうなことにつきましては、実際詳しく

調べたわけではございませんがいずれ廃棄基準に基づ

きまして学校については、廃棄基準に基づいて廃棄す

るようには指導しております。 

 先ほど申し上げたとおり、年間で4,100冊ほどの廃

棄が実際あるということでございますので、大分廃棄

が進んでいるものととらえているところでございまし

て、例えば平成19年予算が472万ほどあったものが平

成24年度は620万ほどに実際ふえてございます。それ

で、そういう点ではかなりの図書の予算は充実させて

いるものととらえております。 

 それから、遊具につきまして、現在議員おっしゃい

ましたとおり撤去、あるいは使用禁止について、これ

は安全面で非常に大事でございまして、けがをさせて

はいけないというふうな面で使用禁止としているわけ

でございまして、順次これについては必要な遊具とい

いますかこれを選定いたしまして、また学校からの要

望も今聞いている最中でございまして、それらを総合

して判断して順次整備をしていきたいというふうなこ

とでございますので、ご理解いただきたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を打ち切ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    散会   

○副議長（下舘祥二君）  以上で本日の日程は終了い

たしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

    午後４時16分   散会   

 


